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図 版 4  遠景
(東方台地より望む,

天神山遺跡全貌
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最
近
、
埋
蔵
文
化
財
に
姑
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
県
で
は
昨
年
七
月
、
魚
津
市
教
育
委
員
会
と
共
催
の
下
に
、
県
考
古
学
会
等
の
後
援
を
得
て
、
縄
支
文
化
の
遺
跡
と
し
て

有
名
な
魚
津
市
天
神
山
の
一
部
を
発
掘
し
た
。

天
神
山
の
周
辺
か
ら
は
同
じ
縄
文
文
化
で
も
時
代
を
異
に
し
た
石
器
、
土
器
が
多
数
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
天
神
山
遺
跡
は
出
上
遺
物
の
種
類
、
量
と
も
に
最

も
豊
富
で
あ
り
、
規
模
も
大
き
く
、
文
様
も
け
ん
ら
ん
豪
華
な
隆
起
彫
刻
文
が
多
い
。
こ
れ
は

一
般
に
縄
文
中
期
の
遺
物
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
報
告
書
に
よ
つ
て
、
本
県
古
代
文
化
の
様
相
が
如
実
に
物
語
ら
れ
、
深
い
感
銘
を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
書
が
学
界
に
益
す
る
と
こ
ろ
ま
た
大
な
る
も
の
が
あ
る

と
信
じ
て
疑
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
調
査
及
び
刊
行
に
当
つ
て
絶
大
な
協
力
を
賜
わ
つ
た
魚
津
市
教
育
委
員
会
並
び
に
県
考
古
学
会
湊
晨
、
県
文
化
財
調
査
委
員
早
川
荘
作
、
魚
津
西
部
中
学
校
教
諭

広
田
寿
二
郎
、
大
谷
清
瑞
各
氏
、
外
関
係
者
各
位
に
対
し
、
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
、
併
せ
て
本
書
の
広
い
活
用
と
文
化
財
の
保
護
に

一
層
の
御
協
力
を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
希

望
し
、
刊
行
の
序
と
す
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
三
十
四
年
二
月

富
山

県

教

育
委

員
会

教

育
長

川

　

　

瀬

基
ロ



序

に

か

え

て

古
く
か
ら
、
天
神
山
の
麓
布
施
川
の
段
丘
の
畑
地
か
ら
矢
の
根
石
や
石
斧
の
類
が
上
器
の
破
片
と
共
に
、
多
数
発
見
さ
れ
て
、
心
あ
る
人
々
の
関
心
を
深
め
て
い
た
。
素
人

眼
に
も
幾
千
年
か
昔
、
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
が
営
ん
だ
生
活
の
遺
跡
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
た
。
そ
れ
で

一
度
専
門
家
の
指
導
を
待
つ
て
発
掘
調
査
し
、
先
人
の
生
活
の
跡
を
究

明
し
た
い
と
念
じ
て
い
た
。
幸
に
、
今
回
県
教
育
委
員
会
、
県
考
古
学
会
の
御
援
助
と
地
元
関
係
者
ら
御
協
力
を
得
ま
し
た
の
で
、
魚
津
高
校
並
び
に
魚
津
市
東
、
西
中
学
校

の
、
ク
ラ
プ
の
生
徒
数
十
名
と
、
社
会
科
担
諧
教
員
の
御
努
力
に
よ
つ
て
第

一
次
発
掘
を
試
み
ま
し
た
。
予
期
に
増
し
た
成
果
を
得
、
数
々
の
貴
重
な
材
料
を
収
め
ま
し
た
こ

と
は
、
全
ぐ
、
こ
の
事
業
を
直
接
に
指
揮
し
て
下
さ
つ
た
光
学
坊
大
谷
清
瑞
氏
、
考
古
学
会
湊
晨
氏
、
魚
津
西
部
中
学
校
教
諭
広
田
寿
二
郎
氏
等
の
適
切
な
御
指
導
に
よ
る
も

の
で
、
こ
こ
に
深
甚
の
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
炎
天
の
も
と
で
黙
々
と
し
て
、
汗
と
上
に
ま
み
れ
て
細
心
の
注
意
を
傾
け
て
、
発
掘
に
努
力
さ
れ
た
生
徒
諸
君
の
労
苦
に
た
い
し
て
、
厚
く
感
謝
し
ま
す
。

此
の
日
、
た
ま
た
ま
碧
天
に
五
色
の
彩
雲
が
現
れ
て
、
こ
の
事
業
の
瑞
兆
を
表
し
た
こ
と
を
附
記
す
る
。

●
1

魚

津
市

教

育
委

員
会

教
育

長

一局
　

　

井

●

弥

士
ロ
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●

一
九
五
八
年
七
カ
二
九
・
三
①
日
の
両
日
、
富
山
県
教
育
委
員
会
、
魚
津
市
教
育
委
員
会
の
共
催
で
、
富
山
県
考
古
学
会
湊
晨
氏
の
指
導
の
も
と
に
、
天
神
山
遺
跡
を
調
査
発

掘
し
た
。
こ
れ
に
は
、
地
元
の
魚
津
市
小
川
寺
光
学
坊
住
職
大
谷
清
瑞
氏
の
協
力
が
大
で
あ
つ
た
。

思
９
に
大
神
山
遠
跡
は
、
呉
湖
町
北
代
遺
跡
、
氷
兄
市
朝
日
貝
塚
等
と
共
に
、
早
く
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
、
特
に
出
土
点
数
の
多
い
こ
と
と
縄
文
文
化
の
中
期
の
代
表
的

遺
物
を
出
土
す
る
こ
と
と
で
注
目
さ
れ
て
い
た
。

従
っ
て
、
多
く
の
人
々
に
よ
つ
て
表
由
採
集
が
行
わ
れ
、
時
に
は
試
掘
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
こ
れ
に
関
す
る
ま
と
ま
つ
た
報
告
書
の
作
製
が
行
わ
れ
て
い
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

こ
こ
に
お
い
て
、
さ
さ
や
か
な
か
ら
、
前
記
発
拠
の
結
果
を
ま
と
め
て
、
報
告
書
を
作
製
す
る
こ
と
と
し
た
。
尚
、
報
告
書
作
製
に
あ
た
つ
て
は
、
曽
つ
て
先
人
の
手
に
よ
つ

て
集
め
ら
れ
た
資
料
の
う
ち
確
か
な
も
の
も
と
り
あ
げ
た
が
、
本
報
告
書
は
主
と
し
て
、
前
記
の
発
掘
の
結
果
を
中
心
と
し
て
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

発
掘
調
査
は
、
富
山
県
考
古
学
会
湊
長
氏
の
指
導
の
も
と
に
、
魚
津
高
等
学
校
教
官
及
び
歴
史
ク
ラ
ブ
員
、
魚
津
西
部
中
学
校
、
東
部
中
学
校
、
布
施
中
学
校
教
官
及
び
歴
史

ク
ラ
ブ
員
等
が
こ
れ
に
当
つ
た
。

又
、
本
報
告
書
は
主
と
し
て
湊
晨
、
大
谷
清
瑞
、
広
田
寿
二
郎
の
二
人
が
協
議
執
筆
し
た
。

又
、
本
発
掘
に
お
け
る
出
土
品
は
、
す
べ
て
、
小
川
寺
光
学
坊
に
保
管
ま
れ
て
い
る
。

ヽ

口
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二
Ｌ

遺

跡

の

概

観

北
陛
線
魚
津
駅
か
ら
東
へ
片
貝
川
に
至
る
途
中
、
約

一
粁
程
走
つ
た
頃
、
右
側
車

窓
の
一
帯
に
続
く
台
地
上
に
、
乙
女
の
乳
房
の
よ
う
に
こ
ん
も
り
盛
り
上
つ
た
小
山

が
ぬ
き
ん
で
て
い
る
姿
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
天
神
山
で
、
そ
の
山
麓
が
今
度

発
掘
し
た
天
神
山
遺
跡
で
あ
る
。
魚
津
駅
か
ら
バ
ス
の
便
が
あ
る
。
正
し
く
は
、
魚

津
市
小
川
寺
字
天
神
山
三
六
五
番
地
及
び
三
七
〇
番
地
で
、
出
土
地
の
面
積
は
、
約

七
、
○
○
○
歩
余
に
も
及
ぶ
遺
跡
で
あ
る
。

毛
勝
嶽
、
僧
が
岳
の
山
塊
の
末
端
が
次
第
に
海
へ
向
け
て
ゆ
る
や
か
に
流
れ
、
そ

の
丘
陵
地
帯
は
最
後
に
片
貝
川
右
岸
の
洪
積
台
地
を
以
て
終
り
と
な
る
。
そ
の
最
末

端
の
台
地
上
に
突
出
し
た
瘤
が
景
勝
地
天
神
山
で
あ
る
。
海
抜

一
六
三
米
、
魚
津
市

の
観
光
地
と
し
て
東
に
雪
を
頂
い
た
立
山
山
脈
を
望
み
、
西
に
魚
津
の
沖
積
平
野
を

隔
て
て
、
有
磯
海
を
見
下
し
、
遠
足
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に
多
数
の
観
光
客
を
誘
引
し
て

い
る
処
で
あ
る
。

（附
図
第

一
）

歴
史
的
に
は
、
天
神
山
は
、
戦
国
時
代
に
山
城
と
し
て
築
か
れ
、
魚
津
城
や
松
倉

城
と
相
対
し
て
、
曽
つ
て
は
上
杉
氏
や
椎
名
氏
の
争
奪
の
地
で
あ
つ
た
。
そ
の
地
名

の
由
来
も
、
日
碑
に
は
、
将
軍
足
利
義
材
が
京
都
を
追
わ
れ
て
守
護
代
神
保
氏
を
頼

り
、
越
中
に
か
く
れ
、
さ
ら
に
小
川
寺
千
光
寺
に
逃
れ
た
際
、
そ
の
守
護
神
天
神
像

を
千
光
寺
背
後
の
峯
に
祀
つ
て
、
か
く
名
づ
け
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
山
麓

の
千
光
寺
は
、
新
川
地
区
で
の
名
刺
で
そ
の
名
残
り
は
天
神
山
麓
の
地
名
に
坊
と
称

す
る
地
名
や
〔
千
光
寺
に
ぢ
な
ん
だ
地
名
が
多
い
こ
と
に
よ
つ
て
も
わ
か
る
。
谷
を

隔
て
た
丘
に
は
、
延
喜
式
内
布
施
神
社
が
あ
る
。

さ
て
遺
物
出
土
地
は
、
こ
の
天
神
山
麓
の
東
方

一
帯
の
畑
地
で
あ
る
。
遺
跡
地
は

赤
福
色
土
壊
の
平
坦
な
畑
地
で
甘
藷

・
煙
草

・
果
樹
等
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
「

こ
の
地
は
、
海
抜
九
二
米
の
平
坦
な
青
状
台
地
で
、
後
に
天
神
山
を
背
負
い
、
前

は
小
川
寺
の
谷
川
に
臨
ん
で
い
る

（地
図
参
照
）。
曽
つ
て
は
森
林
繁

茂
し
、
背

後

の
天
神
山
は
界
風
の
よ
う
に
寒
風
を
さ
え
ざ
り
、
二
ぞ
三
〇
米
崖
下
に
は
、
豊
か
な

清
水
が
湧
出
し
て
い
て
、
水
と
日
光
に
恵
ま
れ
た
、
原
始
人
の
生
活
に
は
、
恰
好
の

居
住
地
で
あ
つ
た
事
が
想
像
さ
れ
る
。

表
土
は
約
二
〇
糎
の
耕
上
で
遺
物
包
合
層
は

一
般
に
浅
い
。
然
し
場
所
に
よ
つ
て

は

一
米
以
上
に
及
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
出
土
品
は
割
合
に
多
く
、
曽
つ
て
記

録
さ
れ
て
い
る
物
で
も
土
器
に
は
縄
文
文
化
中
期
の
雄
大
な
も
の
、
石
器
に
は
、
石

斧
、
石
鏃
、
石
錐
、
石
錘
、
石
匙
、
石
棒
、
凹
石
、
た
た
き

石
、
環
石
、
装
身

具

（曲
玉
や
有
孔
石
器
）
等
種
類
が
多
い
。
註
①

礼
鋪
鐵
難
野
郊
辞
鰈
聴
菫
瑚

煎焙牌齢碑庁傘導μ抑脚）（薄勅噂瑚器隷碑方（韓け荏貯細謝麻弟脚却上皇（晦

工（絲「箸潮鮮嘲嚇韓］蜘碑坤る（凱噂等叫器廟叫�鞠猟騨理理肺の（脚噺繭

潮坤翔時醐脚醐や】〕淑』螂燃胸醸勒］蜘胤れ膊い御け譲脚蜘蝶渕帯】

ととする。

註
　
①
早
川
荘
作
氏

『越
中
史
前
文
化
』

註
　
②
富
山
考
古
学
会
編

『富
山
県
石
器
時
代
遺
跡
地
名
表
』

（森
秀
雄
氏

『大
昔
の
宮
山
』

所
載
）

註
　
∩
下
新
川
郡
役
所
編

『下
新
川
郡
史
稿
』
上
巻

‐ 2-



三
、

調

査

略

誌

本
遺
跡
発
見
の
起
源
は
一
八
七
〇
年
頃

（明
治
初
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
山

林
で
あ
つ
た
こ
の
地
を
開
拓
し
た
際
、
石
器

・
土
器
の
破
片
が
続
々
と
発
掘
さ
れ
た

の
が
最
初
で
あ
る
。
赤
し
、
当
時
は
石
器

・
土
器
で
あ
る
こ
と
を
知
跡
ず
、
恐
ら
く

天
神
山
城
時
代
の
戦
死
者
の
埋
骨
遺
跡
で
あ
ろ
う
、
と
唱
え
ら
れ
て
い
た
。
今
で
も

里
人
に
は
土
器
を
骨
壷
と
思
つ
て
い
る
人
が
あ
る
程
で
あ
る
。　
一
八
八
七
年

（明
治

二
〇
年
）
頃
、
加
積
村
北
某
が
こ
の
地
で
石
斧
を
発
見
し
て
初
め
て
古
代
人
の
遺
物

で
あ
る
ど
唱
え
、
注
目
し
た
こ
と
に
初
ま
り
、
其
の
後
、
小
川
寺
大
森
憲

一
氏

（
こ

の
地
の
開
拓
者
）
及
び
旧
魚
津
中
学
校
吉
沢
庄
作
氏
が
石
器
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
こ

と
を
唱
導
し
出
し
て
、
よ
う
や
く
世
人
の
関
心
を
引
く
よ
う
に
な
つ
た
。

一
九
〇
四
年

（明
治
三
七
年
）
九
月
、
当
時
東
京
帝
国
大
学
人
類
学
教
室
の
鳥
居

竜
蔵
氏
が
徳
止
赫
鮭
一公
詩
と
共
に
吉
沢
庄
作
氏
の
案
内
で
こ
の
地
を
踏
査
し
て
お
ら

れ
る
。

一
九
〇
八
年

（明
治
四

一
年
）
八
月
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
坪
井
正
五
郎
博
士
が

同
じ
く
吉
尺
氏
の
案
内
で
こ
の
地
を
実
地
踏
査
し
て
お
跡
れ
る
。

送
時
の
報
告
に
よ
れ
ば

『
下
新
川
郡
史
稿
上
巻
』

（原
文
の
ま
ま
）

石
　
　
器

１
　
石
斧
　
大
小
様
々
の
形
の
磨
製
、
半
磨
製
、
打
製
の
も
の
あ
り
、
原
石
は
磨

製
は
主
に
蛇
紋
岩
、
打
製
は
主
に
稚
質
岩
石
多
し
。

２
　
石
棒
　
多
く
産
せ
ず
、
主
と
し
て
石
英
粗
面
岩
質
凝
灰
岩
で
造
ら
れ
て
い
る

た
め
質
粗
造
で
あ
る
。
大
型
の
も
の
は
頭
端
、
鉢
巻
形
部
周
囲

一
尺
に
余
る
。

３
　
石
鉄
　
准
岩
製
と
黒
燿
右
製
と
あ
り
、
形
の
種
類
が
少
な
い
。
後
者
は
透
明

で
美
し
い
。

４
　
砥
石
　
砂
岩
で
今
日
の
荒
砥
と
全
く
同
じ
。
磨
く
の
に
使
用
し
た
跡
が
明
瞭

で
あ
る
。

５
　
石
斧
の
台
石
　
長
径
四
ｔ
五
寸
、
短
径
二
ぞ
三
寸
に
し
て
其
の
中
央
に
凹
め

る
跡
を
存
す
。

６
　
球
石
　
直
径
七
ぞ
八
寸
の
球
形
、
深
造
岩
。

７
　
錘
石
　
長
径
二
を
三
寸
、
短
径

一
ｔ
二
寸
、
平
楕
円
形
で
両
端
に
は
招
傷
あ

ム
ｎ
ソ
。

８
　
装
身
具
　
魚
形
の
光
沢
あ
る
磨
製
、
原
石
は
蟻
石
の
如
し
。
中
を
貫
通
せ
る

孔
が
あ
る
。

９
　
石
刀
　
黒
燿
石
製
、
長
六
寸
巾
五
分
の
剃
刀
形
、　
一
側
は
非
常
に
鋭
利
で
紙

で
も
断
て
る
。

土
　
　
器

土
器
は
破
片
が
非
常
に
多
い
け
れ
ど
も
性
質
脆
弱
で
保
存
が
悪
く
、
全
形
の
整
う

た
も
の
が
少
な
い
。
瓶
、
壺
、
其
の
他
、
諸
種
の
容
器
が
あ
り
、
土
偶
は
発
見
せ

ら
れ
ず
。

注
　
土
器
の
説
明
が
ま
だ
殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

一
九
二
六
年

（大
二
十
二
年
）
版

『
早
川
荘
作
氏
著
作
の
越
中
石
器
時
代
民
族
遺

跡
遺
物
』
に
よ
れ
ば
、

（原
文
の
ま
ま
）

下
新
川
郡
西
布
施
村
天
神
山

発
見
遺
物
　
　
　
　
　
　
　
摘
　
　
　
　
　
要
　
　
　
　
′

太
環
石
か
　
　
径
六
を
七
寸
の
痛
平
自
然
石
の
中
央
部
の
両
面
よ
り
孔
を
穿
て
る

も

の
。
　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

．
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石 装

身

鏃 具

石 大

石

斧 棒

有
頭
の
も
の
。
　

・

精
製
磨
石
斧
多
数
、
中
に
刃
部
を
殊
更
に
招
り
落
せ
る
も

の
あ

ス
Ｈ
ン
。

白
緑
色
の
も
の

（滑
石
製
品
が
多
い
）
。

黒
曜
石
、
水
晶
、
陸
石
、
蛋
白
石
、
石
英
等
の
石
質
、
長
さ
三
ｔ

四
分
よ
り

一
寸
三
分
位
ま
で
、
有
柄
少
な
し
。

蛋
白
石
、
木
の
業
形
、
ニ
ー
三
個
あ
り
。

自
然
石
長
楕
川
形
、
打
撃
痕
は

一
個
又
は
二
個
あ
り
。

多

し

。

発
、
鉢
、
壺
等
の
文
様
鮮
な
る
も
の
多
し
。
土
錘
、
紡
錘
車
等
も

発
掘
さ
る
。

石
　
　
鋸

一
九
二
五
年

（昭
和
三
〇
年
）
二
月
、
同
志
社
大
学
酒
詰
仲
男
氏
指

導

の
も

と

に
、
富
山
県
考
古
学
会
湊
晨
氏
等
が
中
心
に
な
つ
て
試
掘
さ
れ
た
。
そ
の
箇
所
は
今

回
発
掘
の

「
ハ
」
地
点
の
北
側
で
あ
る
。
そ
の
地
点
は
深
さ

一
〇
糎
―
二
〇
糎
の
表

上
の
下
に
、
厚
さ

一
五
糎
？
二
五
糎
の
禍
色
又
は
黒
色
壌
上
の
包
合
層
を
持
ち
、
そ

の
下
が
ロ
ー
ム
状
赤
土
の
基
盤
と
な
つ
て
い
た
。
故
に
基
轄
は
地
表
か
ら
三
〇
糎
を

五
〇
糎
の
地
下
で
あ
る
。
出
土
し
た
土
器
は
今
回
の
出
土
品
と
全
く
同

期

の
も

の

で
、
そ
の
遺
物
の
単
純
性
か
ら

「
天
神
山
式
と
名
づ
け
て
も
よ
い
」
と
の
意
見
も
出

て
い
た
。
即
ち
、
特
長
は

一
般
に
大
型
で
器
型
は
甕
、
鉢
を
主
と
し
高
さ
は
五
〇
糎

直
径
四
〇
糎
に
及
が
も
の
が
あ
る
。
巨
大
な
把
手
を
有
し
、
文
様
は
特
色
あ
る
隆
起

帯
文
、
爪
形
文
を
有
す
る
。
ま
た
朱
塗
土
器
も
出
土
し
た
。
然
し
二
日
間
に
亘
り
発

掘
し
た
が
、
折
角
の
出
土
品
が
発
掘
途
中
、
心
な
い
人
に
持
ち
去
ら
れ
た
の
が
残
念

で
あ
つ
た
。
さ
ら
に
基
盤
の
上
か
ら
は
焼
上
、
木
炭
片
等
多
数
現
わ
潅
、
基
盤
は
踏

み
固
め
ら
注
た
形
跡
が
あ
り
、
穴
ら
し
き
も
の
十

一
、
求
状
に
並
ぶ
疑
間
の
自
黙
石

十
二
個
あ
り
、
此
等
は
住
居
趾
か
炉
趾
の
存
在
を
暗
示
し
た
。
こ
れ
が
こ
の
度
の
発

掘
の
動
楼
の

一
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

石
器
に
つ
い
て
は
、
曽
つ
て
の
出
土
品
と
全
く
同
じ
い
。

そ
の
他
、
幾
度
か
の
試
掘
や
耕
作
中
に
自
然
に
発
掘
さ
れ
た
出
土
品
も
相
当
に
あ

る
だ
ろ
う
が
、
其
等
に
つ
い
て
は
記
述
す
べ
く
も
な
い
。

現
在
、
天
神
山
遺
跡
の
出
土
品
の
所
蔵
者
に
は
魚
津
市

小
川
寺

光
学
坊
、
魚
津

高
等
学
校
、
魚
津
市
埋
没
林
館
、
黒
部
市
佐
度
忠
作
氏
、
富
山
市
早
川
荘
作
氏
等
が

あ
る
。
そ
の
中
重
要
土
器
は
光
学
坊
に
、
重
要
石
悉
は
早
川
氏
方
に
多
い
。

土 錘 H口 石

器 石 石 匙
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四
、

発

掘

経

過

一
九
二
八
年
四
月
、
富
山
県
教
育
委
員
会
、
魚
津
市
教
育
委
員
会
は
、
地
元
の
光

学
坊
住
職
大
谷
氏
や
地
主
、
耕
作
者
の
協
力
を
得
て
、
耕
作
畑
地
の
植
付
け
前
に
予

定
地
の
枕
打
ち
を
し
た
。
即
ち
附
珈
２
の
如
く
昭
和
三
〇
年
の
試
掘
の
経
験

に
鑑

み
、
そ
の
試
掘
地
に
接
し
、
ま
た
は
相
当
の
距
離
を
お
い
た
。
そ
れ
は
、
ン」
の
地
が
速
か

ら
ず

一
面
の
萄
萄
園
に
転
換
さ
れ
る
か
ら
で
あ
つ
た
。
場
所
は
魚
津
市
小
川
寺
字
天

神
山
三
六
五
番
地
、
〓
一七
〇
番
地
で
あ
る
。
曽
つ
て
は
小
川
寺
千
光
寺
十
六
坊
の
一
、

宝
泉
坊
の
あ
つ
た
地
で
あ
る
。
こ
の
地
か
ら
往
時
は
布
日
瓦
を
出
土
し
た
こ
と
も
あ

つ
た
。
上
質
は
赤
褐
色
土
壊
で
地
層
は
殆
ど
水
平
で
あ
る
。

発
掘
日
は
暑
中
休
暇
に
入
つ
て
間
も
な
い
七
月
二
九
日
か
ら
三
日
間
の
予
定
。
幸

に
連
日
の
雨
も
か
ら
り
と
晴
れ
て
周
囲
の
山
々
は
日
に
し
み
る
程
青
い
。
然
し
、
赤

秀
の
台
地
上
は
土
用
の
酷
暑
と
て
焼
け
つ
く
よ
う
に
暑
い
。

参
加
者
は
県
教
育
委
員
会
有
沢
主
事
、
魚
津
市
教
育
委
員
会
高
井
教
育
長
に
、
山

本
社
会
教
育
課
長
、
松
倉
主
事
、
富
山
県
考
古
学
会
湊
晨
氏
、
早
川
荘
作
氏
、
地
元

大
谷
清
瑞
氏
、
魚
津
高
等
学
校
寺
松
氏
、
東
部
中
学
校
菅
野

・
高
島
の
両
氏
、
布
施

中
学
校
伊
藤
氏
、
西
部
中
学
校
野
崎

・
広
田
の
両
氏
及
び
そ
の
歴
史
ク
ラ
ブ
員
、
さ

ら
に
耕
作
者
大
森
氏
、
考
古
学
会
員
等
実
に
多
数
で
あ
つ
た
。
直
接
発
掘
担
当
者
は
、

高
校
、
中
学
の
歴
史
担
当
歌
官
及
び
歴
史
ク
ラ
ブ
員
で
あ
つ
た
。

発
掘
地
点
は
四
か
所
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
別
に
担
当
し
た
。
次
に
各
地
点
の
発
掘
地

選
定
理
由
を
記
そ
う
。

（地
図
参
照
）

イ
　
地
点
　
断
崖
に
近
い
緩
傾
斜
地
、
包
合
層
厚
く
上
器

・
石
濡
の
多
い
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
。
魚
津
西
部
中
学
校
担
当
、
面
積
二
米
×
六
米
、
今
春
、
中
期

の
大
甕

（胴
体
の
高
さ
二
五
瓶
、
口
径
三
二
・
四
糎
底
部
を
欠
く
、
図
版
１３
）
の
出

上
し
た
地
点
で
あ
る
。

同
　
地
点
　
丘
の
ほ
ぼ
中
央
で
、
土
恭

・
石
器
の
表
面
散
布
も
多
く
、
特
に
今
度

の
発
掘
の
主
目
的
で
あ
る
住
居
趾
が
あ
る
ら
し
く
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
予
想
が
見

事
に
的
中
し
て
後
程
炉
趾
が
発
見
さ
れ
た
。
面
積
二
米
×
六
米
、
魚
津
高
等
学
校
担

章
。（

　
地
点
　
南
の
断
と
に
近
く
、　
一
昨
年
試
掘
の
隣
接
地
で
あ
り
、
そ
の
際
住
居

趾
ら
し
く
多
数
の
柱
穴
ら
し
き
も
の
、
焼
上
、
木
炭
屑
が
発
見
さ
れ
た
が
遂
に
確
認

さ
れ
な
い
で
終
つ
た
た
め
、
今
回
続
け
て
隣
接
地
を
発
掘
す
る
こ
と
に
し
た
。
二
米

×
四
米
、
魚
津
東
部
中
学
校
担
当
。

中一　
地
点
　
崖
端
に
近
い
平
坦
地
、
特
に
土
器

・
石
器
の
埋
没
の
多
い
地
点
。
後

程
、
殆
ど
完
全
に
近
い
土
器

（図
版
１
）
を
発
掘
し
た
。
二
米
×
四
米
、
布
施
中
学

校
担
当
。調

査

の

経

過

―
―

特
に
「
口
」
地
点
を
中
心
に
し
て

・―
―

天
神
山
は
曽
つ
て
幾
度
か
の
試
掘
に
際
し
て
、
殆
ど
同
型
式
の
遺
物
を
出
上
し
て

い
る
。
今
回
も
又
四
か
所
共
に
同
型
式
０
出
土
品
で
あ
つ
た
の
で
最
も
発
掘
価
値
の

高
か
つ
た
口
地
点
を
中
心
に
経
過
を
書
く
こ
と
と
す
る
。

七
月
二
九
日
午
前

一
〇
時
か
ら
作
業
開
始
、
湊
氏
直
接
指
導
、
魚
高
歴
史
ク
ラ
ブ

員
男
女
八
名
、
寺
松
、
大
谷
、
高
島
氏
作
業
担
当
。
最
初
は
不
慣
れ
で
発
掘
方
法
指

導
に
手
間
ど
つ
た
が
、
午
後
か
ら
は
熟
練
し
て
き
た
。
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先
ず
表
面
採
集
、
続
い
て
採
集
を
続
け
な
が
跡
表
上
を
取
除
く
。
と
の
中
か
ら
も

沢
山
の
土
器
破
片
及
び
石
器
が
拾
い
あ
げ
ら
れ
た
。
表
土

（黒
禍
色
耕
土
）
の
厚
さ

一
五
糎
、
表
上
下
直
ち
に
各
点
で
土
器

・
石
器
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
高
校
生
は
夢

中
に
な
つ
て
発
掘
を
続
け
る
。

そ
の
ま
ま
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
形
の
甕
の
破
片
群
、
或
い
は
片
面
の
み
の
破
片
群
な

ど
割
合
ま
と
ま
つ
て
出
て
く
る
。
何
か
に
使
用
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
自

然
石

も

多

い
。
磨
製
石
斧
、
打
製
石
斧
も
多
い
。
石
鏃

一
個
、
凹
石

（穴

一
の
も
の
、
穴
二
の

も
の
、
蜂
巣
状
の
も
の
）
数
個
、
砥
石
の
破
片
、
叩
石
、
石
錘
も
出
土
す
る
。
土
器

の
破
片
は
非
常
に
多
い
。
特
に
幾
つ
も
の
上
器
が
重
な
り
合
つ
て
掘
り
上
げ
ら
れ
、

石
器
、
土
器
、
自
然
石
が

一
か
所
に
か
た
ま
つ
て
出
土
す
る
の
が
注

目

さ
れ
る
。

土
器
は
大
柄
な
文
様
、
縄
文
、
無
文
、
部
分
的
に
は
口
縁
部
、
側
面
、
底
、
把
手
等

出
上
す
る
。
地
層
は
水
平
で
、
全
部
赤
褐
色
土
壌
の
単
層
だ
。

此
等
の
作
業
は
八
粍
映
画
に
も
撮
影
し
た
。

上
用
の
太
陽
は
、
じ
り
じ
り
と
焼
け
つ
く
よ
う
に
暑
い
が
流
注
る
汗
を
汚
れ
た
手

で
は
拭
く
こ
と
も
出
来
ず
作
業
を
続
け
る
。
夕
方
、
顔
を
出
し
た
土
器
類
は
全
部
掘

り
上
げ
て
作
業
を
中
止
す
る
。
発
掘
品
は
す
ぐ
光
学
坊
へ
運
ぶ
。
先
年
試
掘
の
際
盗

難
に
あ
つ
た
か
ら
だ
。　
′

翌
七
月
二
〇
日
幸
に
今
日
も
晴
天
、
朝
早
く
光
学
坊
め
宿
舎
を
出
て
発
掘
を
続
け

る
。
今
日
は
高
校
生
も
作
業
に
慣
れ
て
仕
事
が
は
か
ど
％
。
自
然
石
が
相
当
出
て
く

る
。
上
器

・
石
器
が
か
た
ま
つ
て
出
土
す
る
。

一
〇
時
頃
、
東
南
の
青
空
高
く
七
色
の
彩
雲
が
出
現
し
、
紺
碧
に
澄
み
渡
つ
た
空

高
く
巻
雲
が
オ
，
ロ
ラ
の
よ
う
に
輝
く
。
何
の
瑞
兆
だ
ろ
う
か
と
喜
ぶ
。

誰
も
が
初
め
て
だ
。

そ
ろ
そ
ろ
基
継
が
出
て
き
た
。
包
合
層
約
二
〇
糎
、
地
表
か
ら
約
四
五
糎
。
実
に

浅
い
。
基
盤
の
追
跡
が
進
む
に
つ
れ
て
細
長
い
自
然
石
に
囲
ま
れ
た
短
形
の
石
組
が

現
わ
れ
る
。
炉
だ
。
待
望
の
炉
が
遂
に
出
現
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

炉

の

発

掘

状

況

鍵

巴

及
警

真
３

洗
い
出
さ
れ
た
基
盤
の
ほ
ぼ
中
央
に
花
筒
岩
の
四
個
の
細
長
い
自
然
石
に
囲
ま
れ

た
炉
趾
が
出
て
き
た

（外
に
小
石

一
個
）。
縦
横

四
〇
糎
に
五
〇
糎
の
短
形
。
方
向

は
正
し
く
南
北
を
指
し
て
い
る
。
全
く
い
ろ
り
の
炉
縁
の
形
で
あ
る
。
詳
し
く
は
全

部
花
尚
岩
で
北
方
の
石
は

一
〇
糎
×
四
〇
糎
。
南
方
は
六
糎
×
三
六
糎
、
東
方
は

一

〇
拠
×
三
〇
撫
、
西
方
は
八
糎
×
二
五
糎
の
四
個
の
石
に
短
形
に
囲
ま
れ
、
東
と
北

の
石
の
継
目
は
僅
か
ば
か
り
空
い
て
い
る
。
そ
の
継
目
を
埋
め
て
一
個
の
丸
石
が
東

北
隅
に
置
か
れ
て
い
た
。

炉
の
内
側
に
焼
上
が
か
た
ま
り
、
外
側
に
木
炭
屑
が
散
乱
し
て
い
た
。炉
の
周
囲
に

自
然
石
、
土
器
が
散
在
し
て
い
る
。
丁
度
腰
掛
石
に
手
頃
の
よ
う
に
、
南
西
隅
に
厚

手
無
文
大
皿
状
の
上
器
―
卜
精
製
ピ
ツ
チ
塗
り
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
朱
塗
り
―
―
が

あ
り
、
又
灰
赤
色
の
大
型
無
文
土
器
も
あ
つ
た
。

傍
に
浅
い
穴

（直
径

一
六
糎
、
深
さ

一
四
糎
）
が

一
個
あ
り
、
さ
ら
に
将
来
、
発

掘
を
拡
大
す
れ
ば
住
居
趾
の
規
模
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
然
し
附
図

４
に
み
ら
れ
る
様
に
炉
趾
は
割
合
に
浅
い
包
合
層
の
下
に
あ
り
住
居
趾
の
機
構
、
引

い
て
は
堅
穴
の
存
在
の
確
認
は
将
来
の
調
査
に
ま
か
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
が
困

難
が
予
想
さ
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
炉
趾
の
面
は
荒
さ
れ
た
痕
跡
は
な
く
そ
の
点
明

る
い
も
の
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

か
く
て
今
回
の
発
掘
目
的
の
一
に
住
居
趾
の
発
見
が
あ
つ
た
の
だ
が
将
来
そ
の
可

能
性
を
非
常
に
大
に
し
た
。
さ
ら
に
炉
趾
の
あ
る
基
盤
を
破
つ
て
、
そ
の
下
の
地
層

を
調
査
す
れ
ば
厚
さ

一
二
糎
の
腐
植
土
壌
が
あ
り
、
そ
の
下
が
当
時
の
基
盤
、
赤
禍
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色

ロ
ー
ム
層
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

（附
図
４
）

な
お
こ
の

一
二
糎
の
腐
植
土
壌
の
中
に
は
遺
物
は
包
合
し
て
い
な
い
。

午
後
四
時
頃
、
基
盤
の
調
査
も
凡
て
終
り
全
発
掘
を
終
了
し
た
。

炉
趾
や
穴
は
油
紙
、
ビ
ニ
ー
ル
紙
、
白
砂
で
お
お
い
、
そ
の
上
に
上
を
か
け
て
原
形

の
ま
ま
保
存
し
た
。
将
来
の
発
掘
継
続
の
際
の
復
原
に
そ
な
え
た
の
で
あ
る
。

其

の
他

の
発
掘

地
点

の
経
過

「
イ
」
地
点
は
最
も
深
く
、
表
土
三
〇
糎
、
包
合
層
七
五
糎
、
基
盤
ま
で

一
米
五
輿

あ
り
、
労
力
大
き
く
、
遂
に
時
間
の
都
合
上
発
掘
途
中
で
中
止
し
た
。
こ
た
は
緩
傾

斜
地
で
あ
る
た
め
、
流
上
が
堆
積
し
て
深
く
な
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
磨
製
及
び
打
製

の
石
斧
、
た
た
き
石
が
特
に
多
か
つ
た
。

土
器
の
発
掘
数
量
は
最
も
多
か
つ
た
が
、
そ
の
種
類
は

「
口
」
地
区
に
同
じ
い
。

特
に
細
長
い
大
形
自
然
石
？
」
の
台
地
は
全
く

ロ
ー
ム
層
上
で
お
お
わ
れ
、
＞」
の
ロ
ー

ム
層
は
目
立
つ
た
自
然
石
の
な
い
地
層
で
あ
る
）
が
多
数
発
見
さ
れ
、
そ
れ
が
人
為

的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た
が
、
そ
の
形
態
等
は
遂
に
確
認
す
る
に
至

ら
な
か
つ
た
。

ハ
地
区
か
ら
は
期
待
さ
漉
た
ょ
う
な
住
居
趾
が
発
見
さ
れ
な
か
つ
た
。
然
し
、
う

づ
高
く
焼
上
が
盛
り
上
つ
た
場
所
が
あ
り
、
そ
の
傍
か
ら
滑
車
型
朱
塗
耳
飾
が
発
見

さ
れ
た
。
こ
こ
は
出
土
品
少
な
く
、
包
合
層
が
最
も
薄
く

一
日
余
り
で
基

盤

に

達

し
た
。

発
掘
は
二
相
の
予
定
で
あ
つ
た
が
大
体
完
了
し
た
の
で
二
日
で
終

つ
た
。

附
記

今
春
二
月
二
七
日

（
一
九
五
九
）
昨
夏
発
掘
し
た
炉
趾
を
中
心
に
し
て
、
「
口
」

地
区
に
直
角
の
方
向
に

（
正
し
く
南
北
に
）
ト
レ
ン
チ
し
た
。
目
的
は
住
居
趾
の

楼
構
調
査
に
あ
る
。
北
方
は
中

一
・
五
米
に
長
さ
五
米
、
南
方
は
巾

一
・
五
米
に

長
さ
二
米
、
先
ず
北
方
か
ら
着
手
し
た
。
耕
土
約
二
三
糎
掘
上
げ
て
包
含
層
に
達

す
る
。
早
く
も
土
器
や
石
恭
が
黒
裾
色
の
上
中
に
顔
を
出
し
て
い
る
。
縄
文
土
器
、

無
文
土
器
、
瓶
、壺
、
平
皿
、破
片
や
ほ
ば
完
形
品
等
非
常
に
多
い
。
中
で
も
直
径
五

〇
糎
高
さ

一
〇
糎
の
無
文
平
皿
が
逸
品
で
あ
つ
た
。
後
程
殆
ど
完
全
に
復
原
出
来

た

（
図
版
１７
）
０
土
器
と
し
て
は
、
こ
の
外
に
原
形
を
保
つ
て
い
る
物
に
、
上
部

の
欠
け
た
瓶
が
二
個
あ
つ
た
。
時
代
は
全
部
同
じ
く
縄
文
中
期
で
あ
る
。
石
恐
と

し
て
は
打
製
石
斧
、
磨
製
石
斧
、
叩
石
、
凹
石
が
主
で
あ
つ
た
。

包
合
層
の
発
掘
約
四
〇
糎
に
し
て
基
盤
に
達
し
た
。
北
方
ト
レ
ン
チ
の
基
盤
に

は
炉
趾
に
近
く
、
巾
六
〇
糎
高
さ
八
糎
の
赤
土
土
堤
が
あ
り
、
そ
の
外
側
に
巾
二

〇
糎
深
さ
五
糎
の
溝
が
続
き
、
そ
の
外
側
は

一
面
に
平
坦
な
踏
み
固
め
ら
れ
た
地

盤
で
異
状
を
認
め
な
か
つ
た
。

土
堤
の
あ
た
り
に
は
木
炭
屑
が
多
く
散
乱
し
て
い
た
。
平
坦
面
に
は
小
円
柱
状

の
穴
が
六
個
あ
り
、
直
径
は
小
は

一
二
糎
程
の
も
の
か
ら
大
は

一
五
糎
位
ま
で
、

深
さ
は

一
Ｏ
ｔ
二
〇
糎
程
で
あ
つ
た
。
中
に

一
個
楕
円
形

（長
径
四
〇
糎
短
径
二

〇
糎
）
で
深
さ
三
〇
糎
の
大
き
な
穴
も
あ
つ
た
。

南
方
ト
レ
ン
チ
の
出
土
品
も
、
こ
れ
と
殆
ど
同
じ
で
続
々
出
土
し
た
が
、
日
没

の
た
め
途
中
で
中
止
し
た
。

さ
て
、
待
望
の
住
居
趾
は
赤
土
の
上
堤
、
滞
、
円
柱
状
穴
、
共
に
規
模
が
小
さ

過
ざ
て
多
く
の
疑
間
を
残
し
、
遂
に
確
認
し
得
な
か
つ
た

（図
省
略
）。

さ
ら
に
こ
れ
よ
り
約
二
〇
米
南
方
の
プ
ド
タ
畑
中
に
精
円
形
の
花
闘
岩
七
個

（

長
径
五
〇
糎
短
径
二
〇
糎
程
の
大
き
さ
）
で
半
円
形
に
埋
め

た
―
―
直

径

二
米

―
―
環
状
石
形
の
疑
間
の
敷
石
ら
し
き
も
の
が
あ
つ
た
。
然
し
そ
の
何
た
る
か
を

確
認
し
得
な
か
つ
た
。

尚
当
日
の
発
掘
品
は
全
部
光
学
坊
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
遺
跡
地
附
近

に
保
存
館
が
魚
津
市
に
て
建
説
中
で
あ
る
。
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五
．　
遺

物

.報

Ａ

自

然

遺

物

人
骨
、
獣
魚
骨
角
の
類
は
出
上
し
な
か
つ
た
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
、　
一
般
に
存

在
す
る
筈
が
な
い
自
然
石
が
包
含
層
中
に
相
当
多
く
、
そ
の
人
為
的
配
置
は
確
認
さ

れ
な
か
つ
た
が
、
発
掘
の
経
過
の
中
に
関
心
が
も
た
れ
た
。
大
き
さ
は
大
小
様
々
で

は
あ
る
が
、
特
に
五
〇
糎
前
後
の
細
長
い
石
が
多
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。

石
質
は
花
闘
岩
又
は
砂
岩
で
そ
の
位
置
は
包
合
層
の
各
点
に
出
上
し
て
い
る
こ
と

が
特
色
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
ひ
す
い
の
原
石
が

一
個
出
土
し
た
。
工
糎
×
三
糎
の
構

円
形
の
大
き
さ
で
あ
る
。

日
　
石
　
　
　
器

今
度
の
発
掘
で
採
集
し
た
も
の
に
は
、
打
製
石
斧
、
磨
製
石
斧
、
石
錘
、
石
鏃
、

四
石
、
丸
石
、
砥
冶
、
た
た
き
石
が
あ
る
。

参
考
ま
で
に
曽
つ
て
出
上
し
た
其
の
外
の
遺
物
は
、
環
石
、
大
石
棒

（単
頭
）
、

石
匙
、
石
鋸
、
有
孔
石
斧
、
装
身
具

（曲
玉
、
小
玉
、
其
の
他
有

孔
石

器
）
等

あ

り
、
其
の
中
石
斧
、
石
錘
、
石
鏃
が
多
い
。

ａ
　
打
　
製
　
石
　
斧

１
　
全
面
共
打
製
の
も
の

短
附
形
が
大
部
分
で
、
全
長

一
二
糎
ｔ

一
三
糎
の
も
の
が
多
い
。
さ
ら
に
短
冊
形

が
く
づ
れ
た
ば
ち
形
打
製
冶
斧
も
少
々
あ
る
。
分
銅
形
は
な
か
つ
た
。
石
質
は
砂
岩

が
多
い
。
其
の
他
、凝
灰
岩
、
輝
緑
岩
、
玄
武
岩
又
は
変
朽
安
山
岩
等
様
々
で
あ
る
。

数
は
完
形
五
個
（内
訳
「
イ
」
地
点
二
個
、

「
口
」
地
点
二
個
、
表
面

一
個
）欠
損
し
た

も
の
「口」地占竺
個
であ
つた。全郡剛図‐（ピ
簡捌砺繕）

２
　
片
面
は
自
然
面
を
利
用
し
た
も
の

右
様
の
型
式
の
も
の
の
中
、
完
全
な
も

の

一
、
表
面

一
）
欠
損

一
「
イ
」
地
占
∪

が
あ

ｂ
　
磨
　
製
　
石
　
斧

す
べ
て
短
冊
型
で
あ
る
。所
謂
中
形
の
一
〇
糎
前
後
の
大
き
さ
が
大
部
を
占
め
、
断

面
は
す
り
切
り
を
思
わ
せ
る
角
の
あ
る
も
の
が
全
部
で
あ
る
。　
一
部
五
糎
程
の
小
形

の
も
の
も
混
じ
つ
て
い
る
。一万
成
品
六
個
、
他
は

一
部
欠
損
し
た
も
の
で
あ
る
。石
質

は
変
成
凝
灰
岩
で
、
産
地
は
こ
の
附
近
で
は
池
尻
発
電

所

（東
布
施
）
附

近

に

出

る
。
硬
度
は
石
英
質
の
多
少
に
よ
り
変
化
あ
り
、
色
彩
も
爽
雑
物
に
よ
り
い
ろ
い
ろ

異
な
る
。
特
長
あ
る
淡
緑
色
の
縞
模
様
は
変
成
し
た
時
に
出
来
た
緑
簾
右
で
あ
る
。

喘
鱗

％

鞠

瓦

雫

”
口
で 」
鮮

爺

鞠

２‐‐、
第

警

Ｃ
　
石

　

鏃

雁
股
形
で
二
・
五
糎
×
二
糎
の
も
の
が

一
個
あ
つ
た
。
石
質
は
玉
随
で
あ
る
。

（
「
口
」
地
点
出
土
図
版
１２
ヽ
石
鏃
２４
実
測
図
２
、
７
）

・　
　
参
考
ま
で
に
、
天
神
山
遺
跡
か
ら
は
、
石
鏃
は
過
去
に
於
て
相
当
に
採
集
さ
れ
て

い
る
。
形
は
有
柄
、
無
柄
両
方
共
に
あ
る
が
、
出
土
数
量
は
有
柄
の
方
が
少
な
く
全

体
の
約

一
〇
分
の
二
、
無
柄
の
方
は

一
〇
分
の
八
程
で
あ

ろ
う

か

（早
川
荘
作
氏

談
）
。但
し
今
回
の
発
掘
に
は
少
な
か
つ
た
と
い
え
る
。

ｄ
　
石
　
　
錘

小
さ
い
自
然
石
の
長
径
の
両
端
を
打
ち
欠
い
て
糸
か
け
と
し
た
も
の
、
全
長
五
糎

程
で
割
合
小
形
の
も
の
が
多
い
。
中
に
は
三
糎
程
の
小
形
の
も
あ
る
。

個

「
イ
」
地
点

一
、

「
口
」
地
点

た。（鋼跡臨ピ
納鯉筋繕）

-8-



ｅ
　
凹
　
　
石

両
面
に

一
封
の
凹
み
力
有
す
る
も
の
、
片
面
に
二
つ
の
凹
み
を
有
す
る
も
の
の
二

種
あ
り
、
凹
み
は
明
瞭
で
あ
る
。
石
質
は
変
朽
安
山
岩
で
あ
る
。
４
回
の
出
土
は
四

価

（内
訳

「
口
」
地
点

一
、
出
土
加
不
明
三
）
で
あ
つ
た
。
倫
瓢
蹄
酷
世
凹凹
筋
）

ｆ
　
た
た
と
石
、
丸
石

明
瞭
に
打
痕
を
残
し
て
い
る
た
た
き
石
と
打
痕
の
な
い
丸
石
と
あ
り
、
共
に
大
き

さ
は
直
径
七
糎
又
は
八
糎
程
で
あ
る
。
特
に
丸
石
が
多
い
。

ｇ
　
砥
　
　
石

硬
砂
岩
の
砥
石
で
、
表
面
の
平
な
も
の
、
す
リ
ヘ
つ
て
波
形
に
凹
ん
だ
も
の
が
あ

る
。
出
土
二
個
、
産
地
は
、
こ
の
附
近
で
は
黒
部
市
福
平
の
奥
に
あ
り
、
今
で
も
砥

石
と
し
て
切
出
し
て
い
る
。

（図
版
１２
砥
石
）

ｈ
　
其
　
の
　
他

ひ
す
い
の
原
石

一
個
、
黒
燿
石
片
三
。

参
考
ま
で
に
、
本
遺
跡
か
ら
の
著
名
な
出
土
石
器
の
所
蔵
者
は
早
川
荘
作
氏
、
佐

度
忠
作
氏
で
、
見
事
な
装
身
具

（曲
玉
、
有
孔
石
器
）
、
石
敗
、
石
棒
、
環
石
、
沢

山
の
石
鏃
等
が
あ
る
。

Ｃ
　
土
　
　
　
器

本
遺
跡
か
ら
出
上
し
た
土
器
は
、
破
片
な
が
ら
非
常
に
多
く
、
日
下
整
理
済
の
も

の
だ
け
で
そ
の
量
石
油
箱

一
五
箱
に
及
ぶ
。
ま
た
包
合
層
は
一
般
に
薄
く
、
単
層
で

,. |

あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
、
ど
の
地
点
に
於
て
も
層
位
的
事
実
は
認
め
ら
れ
な
か

つ
た
。

完
形
に
復
原
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
五
個
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
三
個
あ
り
、

そ
の
何
れ
も
本
遺
跡
の
特
長
を
現
わ
し
て
い
る
。
即
ち
甕
、
深
鉢
形
で
、
器
全
面
に

太
い
隆
浬
帯
文
を
充
填
し
、
文
様
の
基
線
、
即
ち
口
緑
部
、
顎
部
、
把
手
、
或
い
は

単
独
文
様
の
境
界
を
区
切
る
に
特
に
高
い
隆
起
帯
を
つ
け
る
。
そ
し
て
そ
の
隆
起
帯

上
に
半
稜
竹
管
か
へ
ら
で
も
つ
て
連
続
し
た
爪
形
文
か
刻
み
目
を
つ
け
て
ゆ
く
。
但

し
、
八
個
の
上
器
の
中
、
一
一個
は
無
文
で
あ
る
。
そ
の
無
文
土
器
の
口
縁
部
は
内
反
す

る
が
、
他
の
文
様
の
あ
る
土
器
は
す
べ
て
多
少
な
り
と
も
外
反
し
て
い
る
。
ま
た
文
様

の
あ
る
土
器
の
口
緑
は
大
き
く
朝
顔
形
に
波
状
と
な
つ
て
い
る
か
、
僅
か
な
が
ら
も

把
手
を
つ
け
て
平
緑
に
変
化
を
与
え
て
い
る
。
然
し
口
縁
部
が
内
反
し
て
い
る
無
文

土
器
は
把
手
ら
し
き
も
の
は
見
ら
れ
ず
、
完
全
な
平
縁
ら
し
い
形
を
と
つ
て
い
る
。

何
れ
に
し
て
も
縄
支
文
化
の
中
期
を
示
す
。
大
型
、
雄
大
、
華
一騰
な
造
り
方
で
、

特
に
把
手
に
は
特
長
あ
る
造
り
方
が
多
い
。

器
形
は
前
述
の
甕
、
深
鉢
の
外
、
壷
、
平
皿
、
土
鍋
状
等
の
形
が
あ
り
、
高
さ
は

大
は
二
〇
糎
余
と
も
想
像
さ
れ
、
日
縁
部
の
直
径
四
〇
糎
を
越
え
る
も
の
も
あ
る
と

思
わ
た
る
。
な
お
土
器
の
厚
さ
は
五
粍
か
ら

一
〇
粍
ま
で
で
、
中
に
巻
上
げ
製
法
を

明
瞭
に
残
し
た
小
土
器
も
見
ら
れ
る
。

色
は

一
般
に
黄
格
色
、
奈
格
色
が
多
く
、　
一
部
焼
度
の
不
足
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

黒
色
の
も
の
も
あ
る
。

ヌ
、
無
文
で
そ
の
上
に
朱
塗
り
の
土
器
破
片
十
数
片
が
あ
る
。

底
部
は
殆
ど
平
底
で
、
一
部
揚
底
の
も
の
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
底
部
は
製
作
時
の
敷

物
に
よ
る
文
様
が
な
い
の
が
普
通
で
僅
か
に
簾
、
網
代
状
座
痕
の
も
の
が
み
ら
れ
た
ｏ

ま
た
特
殊
な
製
品
と
し
て
耳
飾
が
あ
る
。
な
お
今
度
は
土
錘
は
発
見
さ
れ
て
い
な

石 朽
錘 安 ま
は 山 た

繋::
石石玉 一

響
Ξ堡
地 亀

員冒

と各
Ψ
変
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以
上
本
遺
跡
の
出
土
土
器
を
概
観
し
た
が
、
更
に
文
様
に
よ
つ
て
分
類
す
る
。

土
　
器
　
分
　
類

ａ

　

類

基
線
隆
起
帯
に
連
続
爪
形
文
を
施
し
た
も
の
。

太
い
隆
起
帯
文
が
発
又
は
壷
の
口
縁
部
や
胴
体
部
を
取
巻
き
、
そ
の
主
と
な
る
隆

起
帯
の
上
に
半
数
竹
管
に
よ
る
連
続
爪
形
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
連
続
爪
形
文

の
施
さ
れ
て
い
る
隆
起
帯
文
が
曲
線
、
唐
車
、
渦
巻
状
を
呈
し
て
お
り
、
そ
れ
に
平

行
し
た
隆
起
帯
を
以
つ
て
器
面
全
部
を
被
い
、
縄
文
は
割
合
に
少
な
い
。
隆
帯
の
曲

線
は
よ
ど
み
な
く
流
れ
、
そ
の
線
は
見
事
な
位
で
あ
る
。
そ
の
点
次
の
ｂ
類
と
は
著

し
い
対
比
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
地
文
の
隆
帯
と
基
線
連
続
爪
形
文
隆
帯
と
の
間
に
肉

盛
の
差
が
少
な
い
の
が

一
般
で
あ
つ
て
こ
の
点
に
於
い
て
も
ｂ
類
と
の
差
が
見
ら
れ

る
。
日
縁
部
は
波
形
を
呈
す
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
特
長
あ
る
把
手
が
つ
い
て
い
る
。

今
度
の
発
掘
で
、
殆
ど
完
全
な
も
の
と
し
て
、
高
さ
及
び
直
径
共
に

一
四
糎
の
重

が
出
土
し
た
（
図
版
１
及
び
笑
測
図
３
ノ
ー
）。
ま
た
三
二
年
春
出
上
し
た
も
の
に
、一島

さ
四
三
糎
（
現
存
は
二
八
糎
活
躙
の
直
径
三
三
糎
の
甕
が
あ
る
。
（
期
融
訥
掏
鞠
任
燃
）

小
破
片
中
最
も
多
い
の
は
こ
の
文
様
で
あ
る
。
降
起
帯
の
中
は
普
通

一
〇
粍
で
あ
る
。

数
は
完
全
壼

一
、
日
顎
部

一
（全
周
の
三
分
の
二
図
版
１３
実
測
図
４
）、
ま
た
大
型

破
片
と
し

て

は

口
唇
部
と
口
縁
部
破
片
二
四
片
、
口
唇
を
欠
く
口
縁
部

一
四
片
、

胴
体

の
上
部
と
思
わ
れ
る
も
の
一
四
片
、　
日
顎
部
八
片

（内
特
に
大
き
く
複
元
出

来

る
も

の

一
点
）
口
縁
部
三
片

（内
特
に
複
元
出
来
る
も
の
一
点
）
口
頚
部

一
六

片
。
胴
体

（螂
文
あ
り
）
八

・片
。
（
］
勘
卿
第
３‐４
２５
３
５
７
｝

類

基
線
降
起
帯
上
を
、

へ
ら
に
よ
つ
て
連
続
刻
目
を
ほ
ど
こ
し
、
ａ
類
の
連
続
爪
形

文
に
類
し
た
効
果
を
も
た
し
め
た
も
の
。

（擬
連
続
爪
形
文
と
仮
称
す
る
）

ｂ
類
上
器
は

ａ
類
土
器
の
文
様
に
対
し
、
相
当
異
な
つ
た
感
じ
を
与
え
る
も
の
が

あ
る
。

１
　
器
形
は
大
体
同
じ
な
が
跡
、
多
少
な
り
と
も
硬
直
な
感
を
受
け
る
。
即
ち

ａ

類
土
器
の
ぶ
つ
く
ら
し
た
線
に
姑
し
、
稿
々
く
ず
れ
た
も
の
を
感
ず
る
。

２
　
文
様
は
、
ａ
類
土
器
の
そ
れ
は
器
面
全
般
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
充
填
し
よ

う
と
す
る
努
力
が
窺
え
る
に
反
し
、
ｂ
類
上
器
は
多
少
な
り
と
も
手
を
抜
く
と
こ
ろ

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

同
じ
曲
線
、
唐
車
、
渦
巷
文
様
で
あ
つ
て
も
前
者
の
す
つ
き
り
し
た
曲
線
に

後
者
の
ギ
ゴ
チ
な
さ
は
、
あ
ら
そ
わ
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

口
縁
部
把
手
の
豪
華
さ
に
お
い
て
、
後
者
は
一
段
と
劣
る
も
の
が
あ
る
。

平
行
降
帯
文
で
器
面
を
埋
め
る
こ
と
は
同
じ
い
が
、
時
に
櫛
様
の
も
の
で
器

面
を
上
下
左
右
に
平
行
沈
線
を
つ
け
、
格
子
目
文
と
降
帯
文
の
間
を
埋
め
、
降
帯
文
に

代
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
ａ
類
土
器
に
多
く
、
ｂ
類
土
器
に
少
な
い
。

６
　
隆
帯
の
断
面
は
ａ
類
土
器
の
丸
み
を
帯
び
た
の
に
対
し
、
ｂ
類
土
器
は
前
者

に
類
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
実
質
的
に
平
た
く
帯
状
に
な
つ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

７
　
基
線
擬
連
続
爪
形
隆
帯
は
前
述
の
如
く

一
般
地
文
よ
り
高
く
、
肉
盛
が
し
て

あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

今
回
、
高
さ
二
四
糎
、
日
径
二
四
糎
の
鉢
形
土
器
を
ほ
ぼ
完
全
に
復
原
で
き
た
。

（図
版
２
）

破
片
の
数
も
ａ
類
に
つ
い
で
多
い
。
略
記
す
れ
ば
、
目
ば
し
い
物
の
み
で
も
、
口
辺

か
ら
胴
体
部
八
片

（内
特
に
大
き
な
も
の
一
点
）
及
び
切
片
多
数
。
口
縁
部
六
片
、

対
し
、



ｅ
　
　
類

ａ
類
ｂ
類
の
主
特
色
が
な
く
、
隆
起
体
の
み
に
よ
つ
て
、
施
文
さ
れ
た
も
の
。

太
い
隆
起
帯
が
上
器
の
口
縁
部
か
ら
胴
体
部

へ
か
け
て
取
巻
き
、
胴
部
よ
り
底
部

へ
は
大
体
上
下
に
平
行
し
た
隆
起
帯
文
を
つ
け
る
。
仔
細
に
み
れ
ば
、　
ａ
類
、
ｂ
類

土
器
の
変
形
で
、
連
続
爪
形
文
や
刺
突
文
を
施
さ
な
い
丈
の
も
の
で
あ
る
。

期醐幽６ｅｅ螂岨鰐土器５６）

類

縄
文
を
主
と
し
た
土
器
。

殆
ど
縄
文
の
み
の
上
器
で
、
製
法
は
謝
合
に
粗
雑
で
あ
る
。
小
破
片
の
み
で
、
原

型
は
推
定
し
難
い
う
ら
み
が
あ
る
。
ａ
類
ｂ
類
が
雄
大
な
装
飾
品
的
土
器
な
ら
ば
、

こ
れ
は
粗
雑
な
実
用
品
の
感
が
あ
る
。
出
土
数
量
は
非
常
に
多
い
。

（細勅３‐６対蜘批轄６）

類

無
文
土
器
　
埼
製
粗
製
の
二
種
類
あ
り
。

精
製
品
は
焼
成
度
高
く
堅
く
て
、
表
面
が
滑
ら
か
で
堅
年
で
あ
る
。
出
土
品
に
は

縦
横
二
八
糎
×
一
〇
糎
の
大
皿
状
の
大
破
片
あ
り

（原
型
の
推
定
直
径
六
五
糎
高
さ

七
糎
の
大
平
皿
）
。

叉
、
縦
横
二
八
糎
ｘ
一
九
糎
の
平
皿
の
底
状
の
も
の
で
、
無
文
厚
手
硬
度
高
く
堅

年
で
内
側
に
ピ
ツ
チ
が
塗
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
朱
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
炉
の
側

か
ら
の
出
土
品
で
あ
る
。

粗
製
品
は
焼
成
不
十
分
で
、
表
面
ざ
ら
ざ
ら
し
、
製
法
粗
雑
で
あ
る
。
出
土
品
に
は

水
甕
の
側
面
で
縦
横
三

一
糎
×
一
七

・
五
糎
の
灰
赤
色

の
も

の
あ
り

（原
形
の
推

定
直
径
三
〇
糎
高
さ
不
明
の
水
甕
状
）、
無
文
土
器
の
数
も
非
常
に
多
い
。
そ
の
数
量

は
、
全
形
が
想
像
さ
れ
る
ま
で
に
復
原
さ
れ
た
も
の
一
点
〔
口
辺
か
ら
上
部
の
復
原

さ
れ
た
も
の
一
点
、
同

一
上
器
で
あ
る
が
復
原
困
難
な
も
の
四
〇
片
、
そ
の
外
、
朱

塗
り
上
器
破
片
多
数
あ
り
、
ま
た
極
め
て
薄
手
の
朱
塗
り
五
片
、
其
の
他
無
数
で
目

下
整
理
中
で
あ
る
。

附
　
　
記

そ
の
後
昭
和
三
四
年
二
月
二
七
日
発
掘
の
ほ
ぼ
完
形
の
直
径
五
〇
糎
の
平
皿
状
の

粗

製

土

器

が

出

上

し

た

。

（
創

釉

‐７

ｇ
類

）

奮 合 否    覇 範 偕 名  啓    虫
さ 字 せ    及 合 前 け  管    た
の 形 る    び に 記

｀  や    °

も の 平      胴 少 の ま  へヽ
の 連 行    部 な aた .ら 、
一 続 隆    ― い 類 は  で
片 文 起     六  ° に  ｀  運Vを
帯    片 口 似 そ  続

回 っ の    で 縁 て の  刺

景竪母   宅≧堤邑 奄
片 あ 部    °

片 関 全  も
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ｈ
　
　
類

串
田
新
式
上
器
　
本
遺
跡
か
ら
た
だ
の

一
点
で
あ
る
が
、
県
内
で
串
田
新
式
と
称

せ
ら
れ
る
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
出
土
地
点
は

「
二
」
地
点
に
近
く
、
表
而
は
非

常
に
磨
滅
し
て
い
る
。
倫
脚
釉
３‐７
加
壊
土
器
）

土
　
　
製
　
　
品

滑

車

型

耳

師

直
径
三
糎
、
厚

一
糎
、
孔
の
直
径
一
糎
の
黒
色
糸
巻
型
の
耳
飾
。
内
側
に
は
現
在

朱塗料
が残
つて萎
肥であ
る。完全なも
のであ
る。命郡触２‐７冊韓卿印帥）

六
、　
本
遺
跡
周
辺
の
遺
跡
遺
物

次
に
天
神
山
遺
跡
の
周
辺
の
遺
跡
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
と
の
関
係

に
於
い
て
本
遺
跡
の
縄
支
文
化
に
於
け
る
時
期
的
な
位
置
や
、
価
値
等
に
つ
い
て
考

察
し
て
み
た
い
。

本
遺
跡
の
周
辺
の
う
ね
う
ね
と
起
伏
す
る
見
陵
上
に
は
、
縄
文
文
化

の
遺

跡

地

が
多
い
。
未
知
の
遺
跡
も
ま
だ
ま
だ
あ
る
だ
ろ
う
が
、
現
在
判
明
し
て
い
る
も
の
だ

け
で
も
、
東
方
五
〇
〇
米
に
吉
兵
衛
平
、
同
じ
く

一
粁
に
中
山
、
北
方

一
粁
に
観
音

平
、
さ
ら
に
桜
峠

（東
方
二
粁
）、
黒
沢

（東
方
三
，五
粁
）、
嘉
例
沢

（東
方
九
粋
）
、

福
平

（東
方
七
粁
）、
石
垣

（南
方
三
粁
）、
上
野

（南
方
六
粁
）、
国
家
野

（西
北
方
三

粁
）
、
枕
野

（
北
東
五
粁
）
、
海
岸
に
は
魚
津
埋
没
林

（西
南
方
五
粁
）
等

〓
○
指

に
あ
ま
る
遺
跡
が
あ
り
、
そ
の
数
か
ら
し
て
遺
跡
の
豊
富
な
地
帯
と
言
え
る
。

（附

図
１
天
神
山
遺
跡
及
び
附
近
関
係
区
参
照
）

そ
れ
ぞ
れ
か
つ
て
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

桜

　

　

　

峠

魚
津
市
長
引
野
背
後
の
台
地
、
海
抜

一
五
〇
米
で
天
神
山
よ
り
東
方
二
粁
の
地
で

あ
る
。
精
巧
で
各
種
の
石
質
で
作
ら
れ
た
美
し
い
石
鏃
、
石
匙
が
多
く
出
上
し
、磨
製

打
製
石
斧
、
石
棒
、
環
石
、
石
槍
、
石
錐
、
丸
ど
、
曲
玉
等
出
上
し
、
土
器
と
し
て

は
、
中
期
土
器
を
主
と
し
、
非
常
に
珍
し
い
早
期
の
捺
型
文
土
器
が
出

上

し

て

い

スυ
。

黒
　
　
　
　
沢

魚
津
市
黒
沢
の
水
田
、
海
抜

一
四
〇
米
で
、
天
神
山
よ
り

東
方
三

・
五

粁

に
あ

る
。
石
鏃
、
石
棒
、
磨
製
打
製
石
斧
、
石
皿
等
、
土
瀑
は
、
主
と
し
て
後
期
晩
期
の

も
の
で
、
僅
か
な
が
ら
、
縄
支
中
期
土
器
及
び
須
恵
器
が
出
上
し
て
い
る
。

士
口
　
兵
　
衛
　
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

魚
津
市
東
山
背
後
畑
地
、
海
抜

一
三
〇
米
で
天
神
山
の
東
方

一
粁
に
あ
る
。
縄
文

前
期
の
絡
縄
文
ら
し
き
も
の
及
び
後
期
の
も
の
を
出
土
す
る
。

中
　
　
　
　
山

天
神
山
の
東
方
五
〇
〇
米
、
海
抜

一
〇
〇
米
の
地
で
あ
る
縄
文
後
期
の
上
器
が
出

土
し
て
い
る
。

田
　
　
家
　
　
野

黒
部
市
田
家
野

（天
神
山
西
北
方
三
粁
）
海
抜

一
〇
米
の
水
田
用
水
路
か
ら
出
土

す
る
。
土
器
と
し
て
は
後
期
、
晩
期
の
も
の
を
出
す
。

な
お
、
用
水
路
上
の
台
地
に
は
中
期
の
上
器
の
散
布
地
が
あ
る
。
出
土
品
に
は

石
器
―
磨
製
打
製
石
斧
、
大
石
棒
、
石
錘
、
石
冠
、
砥
石
、
石
皿
、
凹
石
、
石
鏃
、

石
錐
、
石
剣
、
装
身
具

土
器
―
中
期
、
後
期
、
晩
期
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土
製
品
―
土
錘
、
紡
錘
車
型
土
製
品
、
球
形
土
製
品
、
滑
草
型
耳
飾

石
　
　
　
　
お
“

魚
津
市
石
垣

（天
神
山
よ
り
片
貝
川
を
隔
て
て
南
方
三
粁
の
台
地
上
）
海
抜

一
五

〇
米
の
水
田
中
よ
り
出
土
し
、
石
剣
、
石
棒
、
石
冠
、
独
鈷
石
、
石
匙
、
石
鏃
、
石

斧
及
び
縄
文
中
期
及
び
後
期
の
上
器
、
土
偶
、
注
目
土
器
等
を
出
土
す
る
。
朱
塗
り

の
も
の
も
あ
る
。

上
　
　
　
　
野

魚
津
市
上
野

（天
神
山
よ
り．
片
貝
川
を
隔
て
て
南
方
六
粁
）
海
抜
七
五
米
の
水
田

丘
陵
上
で
あ
る
。
石
剣
、
石
冠
、
石
鋒
、
石
鏃
、
石
槍
、
石
斧
、
石
棒
、
玉
類
及
び

中
期
の
土
器
を
出
土
す
る
。

魚

津

埋

漫

林

魚
津
市
漁
港
海
岸

（天
神
山
の
西
南
五
粁
）
に
あ
り
水
面
よ
り
，
も
低
く
、
埋
没
林

の
根
株
の
下
に
出
土
し
た
。
縄
文
後
期
の
薄
手
の
も
の
が
出
上
し
て
、
埋
没
林
の
絶

対
年
代
の
有
力
な
資
料
と
な
つ
て
い
る
。

其
の
他
少
数
な
が
ら
、
天
神
山
周
辺
の
丘
陵
上
及
び
丘
陵
下
の
山
林
、
畑
地
、
水

田
中
の
随
所
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

か
よ
う
に
天
神
山
の
周
囲
、
半
径
五
粁
程
の
間
に
縄
文
文

化

の
早
期
、
前
期
、

中
期
、
後
期
、
晩
期
と

一
連
の
時
代
を
異
に
す
る
石
器
、
土
暴
が
多
数
出
上
し
て
い

る
。
こ
れ
は
縄
文
文
化
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
数
千
年
に
わ
た
つ
て
我
等
の
祖
先
が

継
続
的
に
生
活
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
桜
峠
の
如
き
は
、
県
下
で
他
に
福
光
町
人
母
し
か
発
見
さ
れ
な
い
早
期
の

構
円
捺
型
文
土
器
を
出
上
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
天
榊
山
遺
跡
は
出
土
遺
物
の
種
類
、
量
共
に
最
も
豊
富
で
あ
り
、
遺

跡
の
規
模
も
大
き
く
、
土
器
も
多
様
化
し
、文
様
も
け
ん
ら
ん
豪
率
な
隆
起
彫
刻
文
が

多
い
。
そ
れ
は

一
般
に
縄
文
文
化
の
中
期
の
も
の
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
器

形
文
様
は
富
山
県
内
の
同
期
の
遺
跡
の
そ
れ
に
比
し
て
数
段
豪
華
精
緻
で
あ
る
こ
と

は
最
も
特
筆
せ
ね
ば
な
ら
験
。

斯
様
な
点
か
ら
考
え
て
、
天
神
山
遺
跡
に
生
活
し
た
原
始
人
は
こ
の
期
の
原
始
人

の
中
で
も
豊
富
な
生
活
内
容
の
中
に
、
芸
術
的
天
分
に
め
ぐ
ま
れ
た
人
達
に
よ
つ
て

生
活
が
謳
歌
さ
れ
て
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

さ
跡
に
縄
文
文
化
が
次
第
に
終
末
に
近
づ
き
、
晩
期
の
頃
と
な
る
と
、
田
家
野
や

魚
津
埋
没
林
の
如
く
、
次
第
に
低
地
や
海
岸
に
近
く
居
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
前

期
、
中
期
の
山
林
丘
陵
よ
り
、
次
第
に
海
岸
低
地
に
移
つ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
地

の
み
に
て
独
断
的
に
決
定
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
が
、
当
時
の
す
う
勢
を
物
語
つ
て

い
る
。
こ
れ
は
食
生
活
の
変
化
や
漁
捗
方
法
の
進
歩
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

土
器
も
薄
手
小
形
、
文
様
も
単
純
な
も
の
が
多
く
な
つ
て
い
る
。
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七
、

鋭
ｍ

富
山
県
内
で
も
最
も
著
名
な
遺
跡
の
一
で
あ
る
天
神
山
遺
跡
の
解
明
は
、
今
度
の

発
掘
に
よ
つ
て
漸
く
そ
の
緒
に
つ
い
た
と
い
え
る
。
勿
論
天
神
山
遺
跡
は

一
般
に
縄

文
文
化
の
代
表
的
中
期
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

そ
し
て
明
治
後
半
以
来
、
先
輩
諸
先
生
方
の
実
地
踏
査
が
何
度
と
な
く
行
わ
れ
、
そ

れ
等
の
諸
報
告
に
よ
つ
て
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
そ
れ
は
七
、

○
○
○
歩
と
い
わ
れ
る
遺
跡
の

一
部
で
あ
つ
て
現
在
で
さ
え
遺
跡
の
広
が
り
の
末
端

の
過
半
は
不
明
で
あ
る
。
従
つ
て
遺
跡
の
内
容
は
今
回
調
査
し
上
遺
物
の
時
期
の
も

の
の
み
か
ど
う
か
も
滋
で
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
特
に
最
近
の
考
古
学
究

明
の
速
度
に
あ
わ
せ
て
考
え
る
時
、
今
回
の
発
掘
調
査
地
点
よ
り
僅
か
に
距
つ
た
地

点
か
ら
、
縄
文
文
化
中
期
の
遺
物
と
は
申
せ
、
そ
の
後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
遺
物
が

出
上
し
た
こ
と
を
数
に
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
註
①

曽
つ
て
こ
の
地
を
開
墾
し
た
と
き
、
附
近
の
子
供
達
が
お
は
じ
き
に
し
て
遊
ん
だ

と
い
わ
れ
る
程
た
く
さ
ん
散
布
し
、
採
集
さ
れ
た
石
鏃
類
は
、現
在
で
は
拾
う
こ
と
が

出
来
な
い
ど
こ
ろ
か
、
原
石
さ
え
何
処
へ
行
つ
た
か
と
思
わ
れ
る
く
ら
い
少
な
く
な

つ
て
い
る
。
表
面
採
集
に
於
て
こ
の
様
で
あ
り
、
し
か
も
今
度
遺
跡
地
の
大
部
分
が

果
樹
園
と
な
り
、
今
後

一
寸
簡
単
に
発
掘
調
査
が
出
来
な
い
こ
と
に
な

る

を
ぁ

れ

ば
、
今
回
の
発
掘
調
査
も
大
い
に
意
義
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

此
度
の
発
堀
調
査
は
昭
和
三
二
年
五
月
、
富

山

考

古

学
会
が
酒
詰
仲
男
氏
の
指

導
の
も
と
に
行
つ
た
調
査
を
基
礎
と
し
て
行
わ
れ
た
。
従
つ
て
前
回
の
調
査
に
よ
つ

て

１
　
縄
文
文
化
中
期
の
単
純
遺
跡
で
あ
る
。

２
　
層
位
的
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

３
　
住
居
趾
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
。

の
三
点
に
し
ば
ら
れ
る
知
見
を
更
に
確
か
め
、
新
し
い
考
古
学
的
探
究
を
行
つ
た

も
の
で
あ
る
。

以
下
今
回
の
発
掘
調
査
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
そ
れ
に
基
い
て
二
・
三
検
討
し

て
み
よ
う
。

一
、
天
神
山
遺
跡
は
魚
津
市
独
立
高
地
天
神
山
の
東
山
麓
、
音
状
台
地
上
に
あ
り

○
○
○
歩
に
及
ぶ
。

二
、
今
回
の
発
掘
で
は
層
位
的
事
実
は
全
然
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
。

三
、
炉
趾
が
発
見
さ
れ
た
。
大
き
さ
は
普
通
の
大
き
さ
で
、
大
小
五
箇
の
扁
平
棒

状
石
で
囲
れ
、
大
体
短
形
を
呈
し
て
い
た
。

ま
た
今
回
の
発
掘
で
は
住
居
趾
に
見
ら
れ
る
粘
上
の
踏
み
し
め
、
柱
穴
、
或
い
は

溝
等
の
顕
著
な
遺
構
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
。
勿
論
炉
周
辺
の
遺
構
の
追
跡
は
今
後

に
期
待
さ
れ
る
。

四
、
特
記
す
べ
き
自
然
遺
物
が
な
か
つ
た
が
、
地
質
学
的
に
見
て
搬
送
し
た
と
し

か
考
え
ら
れ
な
い
長
経
五
十
糎
程
度
の
棒
状
石
が
、
平
面
的
に
垂
直
的
に
不
自
然
に

出
上
し
て
い
る
。

五
、
磨
製
打
製
石
斧
の
比
率
は
概
ね
半
々
。
打
製
石
斧
は
由
形
の
短
冊
型
が
殆
ん

ど
を
占
め
、
全
長

一
二
？
三
糎
の
も
の
が
多
い
こ
と
は
こ
の
期
の
遺
物
と
そ
の
軌
を

同
じ
う
す
る
。
尚
後
期
、
晩
期
遺
跡
に
多
く
出
土
す
る
、
半
面
が
自
然
石
の
面
を
利

用
す
る
打
製
石
斧
の
割
合
が
多
い
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
然
も
そ
の
中
に
ば
ち
型

の
も
の
が

一
つ
あ
つ
た
。

六
、
磨
製
石
斧
は
所
謂
三
味
線
胴
の
断
面
を
示
し
、
正
矩
形
の
断
面
の
も
の
は
少
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な
い
や
大
き
さ
は
平
均

一
〇
糎
前
後
の
割
合
に
小
形
で
、
頭
部
と
刃
部
と
が
大
体
同
じ
い

巾
を
も
ち
、
石
質
は
緑
色
を
主
と
す
る
美
し
い
蛇
文
岩
質
で
あ
る
こ
と
は
こ
の
期
の

も
の
に
共
通
す
る
。

七
、
石
鏃
は
曽
つ
て
多
数
表
面
採
集
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
今

度
の
発
掘
で
は
僅
少
で
特
記
出
来
な
い
。

八
、
そ
の
他
の
石
器
と
し
て
は
、
石
錘
が
全
般
的
に
形
が
少
さ
い
の
は
、
石
錘
の

利
用
方
法
に
関
係
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

一九
、
土
器
は
一
般
に
大
形
で
所
謂
厚
手
式
上
器
と
称
せ
ら
れ
て
き
た
も

の
で
あ

る
。
文
様
の
少
な
い
粗
製
土
器
を
別
と
し
て
、
豪
快
、
雄
大
の
称
号
を
呈
し
て
も
何

等
恥
じ
な
い
文
様
を
も
つ
た
上
器
は
、
こ
れ
を
大
別
し
て
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
出

来
よ
う
。
な
お
共
通
し
た
点
で
は

１
　
形
は
共
に
大
体
筒
形
か
深
鉢
形
で
口
縁
の
方
が
内
彎
し
な
が
ら
末
広
が
り
に

な
つ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
高
さ

一
〇
糎
か
ら
五
〇
糎
ま
で
。

２
　
土
暴
の
色
は
淡
黄
色
、
或
い
は
淡
裾
色
で
暗
色
の
も
の
は
少
な
い
。　
一
般
に

土
質
は
粗
で
あ
る
が
焼
き
は
硬
い
方
で
あ
る
。
雲
母
粉
を
合
む
。

３
　
文
様
は
雄
渾
な
隆
帯
文
を
主
と
し
、
文
様
を
も
つ
た
上
器
は
繁
雑
な
く
ら
い

器
面
余
す
と
こ
ろ
な
く
文
様
を
充
摂
す
る
。

４
　
口
縁
部
は
平
縁
と
朝
顔
形
と
相
半
ば
す
る
。

５
　
把
手
に
は
怪
異
な
立
体
装
飾
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

６
　
文
様
は
半
我
侑
管
で
器
面
を
な
で
、
出
来
た
断
面
半
円
形
の
肉
厚
帯
の
組
合

せ
で
出
来
て
い
る
。
こ
の
隆
帯
は
平
行
し
て
走
り
、
或
い
は
渦
巻
と
な
り
、
或
い
は
上

下
に
、
或
い
は
回
唇
に
平
行
に
、
自
由
に
走
行
さ
せ
な
が
ら
、
そ
こ
に
調
和
あ
る
格

調
を
も
た
せ
て
い
る
。
但
し
、
渦
巻
文
様
を
多
用
し
な
が
跡
同
心
円
文
様
は
な
い
。

７
　
器
面
全
部
に
文
様
を
つ
け
る
も
の
、
顎
部
よ
り
上
部
に
文
様
を

つ
け

る
も

の
、
回
縁
部
に
接
し
て
の
み
文
様
を
つ
け
る
も
の
等
あ
る
が
、
隆
帯
文
を
上
部
に
、

縄
文
を
下
部
に
つ
け
た
の
が
普
通
で
あ
る
。
，

８
　
縄
文
は

一
般
に
粗
で
、
単
斜
向
、
然
も
左
下
り
の
も
の
が
多
い
。羽
状
縄
文
、

絡
縄
文
は
見
ら
れ
な
い
。

９
　
底
部
は
四
点
だ
け
上
げ
底
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
底
部
の
中
央
部
を
指
圧
し
て

凹
を
作
つ
た
も
の
も
あ
る
が
、
殆
ん
ど
大
分
は
平
底
で
あ
る
。
ま
た
底
部
は
一
部
の

網
代
、
す
だ
れ
の
圧
痕
を
も
つ
も
の
を
除
き
無
文
で
あ
つ
て
、
後
期
、
晩
期
土
器
に

見
ら
れ
る
木
葉
痕
の
も
の
は
な
か
つ
た
。

１０
　
”九
全
に
無
文
の
上
器
も
あ
る
。
皿
型
に
多
い
。

以
上
が
本
遺
跡
出
土
土
器
の
全
般
的
な
観
察
で
あ
る
が
、
仔
細
に
見
れ
ば
次
の
二

つ
の
様
式
に
別
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

１
　
華
雄
な
隆
帯
文
と
は
中
せ
、

ａ
類
土
器
は
線
の
は
こ
び
は
敢
く
ま
で
澱
む
こ

と
な
く
、
そ
の
点
ｂ
類
土
器
は
多
少
の
生
硬
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

２
　
文
様
の
基
線
、
及
び
文
様
帯
の
区
劃
を
な
す
隆
帯
に
は
連
続
爪
形
文
、
若
く

は
ヘ
ラ
に
よ
る
擬
連
続
爪
形
文
を
つ
け
る
が
、
前
者
は
ａ
類
、
後
者
は
ｂ
類
土
器
で

あ
つ
て
文
様
の
変
遷
を
思
わ
せ
る
。

３
　
隆
帯
は
ａ
類
、
す
類
土
器
共
に
断
面
半
円
形
を
な
す
が
、
前
記

連
続

爪
形

文
、
擬
連
続
爪
形
文
の
隆
帯
は
、　
一
般
地
文
の
隆
帯
よ
り
多
少
太
く
作
ら
れ
た
も
の

が
多
い
。
特
に
ｂ
類
上
器
に
於
て
そ
の
傾
向
が
大
で
あ
る
。

４
　
擬
連
続
爪
形
文
を
も
つ
基
線
は
、
断
面
半
円
形
と
云
う
よ
り
頂
部
を
圧
し
て

帯
状
を
呈
し
た
も
の
が
多
い
。
ま
た
地
文
よ
り
著
し
く
高
く
太
く
作
ら
れ
る
こ
と
に

よ
つ
て
、
ａ
類
土
春
よ
り
厚
手
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

５
　
ａ
類
土
器
に
は
所
謂
蓮
華
文
、
小
三
角
連
続
沈
刻
文
を
つ
け
た
も

の
が
あ

-1,一



土器型式に よる編年表 (能登 自然・文化'社会より)

殻 南 関 東 新  潟 富   山 石

前  期

花積下層式

関山式

黒浜式

諸磯 a式

諸磯 b式

諸磯 c式

十二菩提式

苅  羽

剣 野 E

極 楽 寺

朝 日 C

蜆  森

朝日A下層

福 浦 1

２

３

保

浦

浦

福

福

新

中  期

五領台式

阿玉台式/勝坂式

加曽利E古式

加曽利E新式

Ｂ

原

崎

野

者
　
　
＋

飼

長

塔

十

朝日A上層
,

串 田 新

崎
田
　
　
陣

山

９
・
宇

新

上
　
　
塚

後  期

堀ノ内古式

堀ノ内新式

加曽利B古式

加曽利B中式

加曽利B新式

曽 谷 式

安 行 1式

安 行 2式

二十稲場

+
ヽ

―

―

―

―

ゝ

―

―

―

―

ジ

？

・
＋

十
　
＋
　
　
　
　
　
　
Ｗ

気  屋
+
+

(早期,晩期を除く)

る
。
ｂ
類
土
器
に
は
文
様
の
退
化
と
思
わ
浄
る
沈
線
文
の
も
の
が
あ
り
、
僅
か
に
見

ら
れ
る
綾
杉
文
土
器
も
こ
の
部
類
に
入
る
と
み
ら
れ
る
。

一
〇
、
土
偶
は
得
ら
れ
な
か
つ
た
が
、
こ
の
期
に
見
ら
れ
る
黒
色
素
地
に
朱
塗
り

の
上
製
耳
飾
が
出
上
し
た
。

以
上
天
神
山
遺
跡
並
び
に
出
土
遺
物
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
滋
で
今
少
し
く
本
遺

眺
遺
物
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
。

天
神
山
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
土
器
は
、
三
〇
年
前
に
は

一
般
に
厚
手
式
土
器
と
呼

ば
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
対
比
さ
れ
る
薄
手
式
上
器
は
出
て
い
な
い
。昭
和
初
年
か
ら

初
ま
つ
た
関
東
平
野
遺
跡
遺
物
の
編
年
的
究
明
は
、
全
目
的
広
が
り
と
な
り
、
昭
和

一

〇
年
頃
に
は

一
応
体
系
的
に
完
成
せ
ら
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。

註
②

そ
の
中
に
あ
つ
て
北
陸
地
方
の
縄
文
土
器
の
編
年
は
、
戦
争
中
の
停
滞
は
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
戦
後
飛
躍
的
進
歩
を
と
げ
た
。
八
幡

一
郎
、
酒
詰
仲
男
、
江
坂
輝
也
、

山
内
清
男
の
諸
先
進
の
指
導
は
、
地
方
研
究
家
の
指
針
と
な
り
、
地
に
つ
い
た
前
進

と
な
つ
た
。

特
に
山
内
清
男
氏
の
三
度
に
亘
る
踏
査
は
大
き
な
推
進
力
と
な
つ
た
。

註
◎

そ
こ
で
そ
の
成
果
の
上
に
た
つ
て
天
神
山
遺
跡
を
眺
め
て
み
る
と
し
て
、
先
ず
富

山
県
並
び
に
周
辺
地
方
の
編
年
表
を
挙
げ
て
み
る
。
註
④

（附
表
）

こ
の
表
に
よ
れ
ば
本
遺
跡
の
遺
物
は
中
期
に
属
し
、
南
関
東
で
は
勝
坂
式
に
対
比

さ
れ
、
県
内
で
は
氷
見
市
朝
日
貝
塚
Ａ
点
上
層
の
も
の
、
石
川
県
で
は
宇
ノ
気
町
上

山
田
貝
塚
、
新
潟
県
で
は
糸
魚
川
市
長
者
原
遺
跡
の
そ
れ
に
増
比
す
る
も
の
と
さ
れ

る
。
こ
の
三
遺
跡
は
共
に
戦
前
よ
り
著
名
な
遺
跡
で
あ
っ
て
、
夫
々
各
県
の
代
表
的

遺
跡
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
土
器
が
厚
手
の
土
器
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
曽
つ
て
北
陸
地
方
は
厚
手
式
上
器
ば
か
り
出
土
す
る
地
方
と
思
わ
れ
た
位
で
あ

つ
た
。
こ
の
意
味
で
は
天
神
山
遺
跡
も

一
役
買
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

も

然
し
考
古
学
の
進
歩
は
科
学
的
に

一
歩

一
歩
進
ん
で
停
る
と
こ
ろ
を
し
ら
な
い
。

「
漠
然
と
長
者
ケ
原
式
と
か
上
山
田
式
と
が
呼
ん
で
い
る
」
こ
と
に
疑

念

を
持
ち

「
近
く
上
山
田
貝
塚
出
土
品
に
再
検
討
を
加
え
」
る
必
要
を
感
ず
る
の
も
自
然
で
あ

り
註
⑤
、　
ひ
す
い
の
長
者
原
遺
跡
の
如
き
は
数
年
前
か
ら
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
て
、
現
在
の
考
古
学
の
立
場
か
ら
見
直
ざ
れ
て
い
る
。亦
世
界
美
術
全
集
に
登
載

さ
れ
た
花
瓶
形
土
器
を
出
土
し
た
朝
日
貝
塚
Ａ
点
上
層
附
近
は
、
現
在
文
化
財
保
護

法
に
よ
つ
て
指
定
を
受
け
て
調
査
は
不
可

能
で
あ
り
、
ま
た
、
大
正

一
三
年
六
月
、
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文
部
省
柴
田
常
恵
、
田
沢
金
吾
両
氏
に
よ
つ
て
発
掘
さ
れ
た
時
の
資
料
は
、
そ
の
概

ね
半
量
は
地
元
に
帰
さ
れ
た
が
、
戦
時
の
疎
開
の
際
の
困
乱
の
た
め
に
層
位
的
関
係

は
全
く
不
明
に
な
つ
て
い
る
。
な
お
柴
田
、
田
沢
両
氏
の
報
告
も
土
器
に
関
す
る
限

り
見
る
べ
き
も
の
が
な
く
註
◎
、
唯
宮
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
会
報
告
註

⑦
に
そ
の

一
端
を
窺
う
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
意
味
で
本
遺
跡
は
そ
の
出
土
量
と
い
い
、
そ
の
遺
跡
の
単
純
性
か
ら
い
つ
て

も
、
富
山
県
内
の
標
式
と
し
て
否
、
北
陸
地
方
の
標
式
と
し
て
採
用
さ
れ
る
に
は
最

も
良
き
条
件
を
具
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
遺
跡
の
遺
物
を
編
年
の
中
に
位
置
づ
け
て
み
よ
う
。

縄
文
文
化
の
前
期
は
朝
日
貝
塚
Ａ
点
下
層
よ
り
出
上
す
る
所
謂
み
み
ず
張
り
と
か

そ
う
め
ん
張
り
上
器
と
称
す
る
土
器
を
以
て
終
り
と
な
る
。
文
様
の
基
線
に
連
続
爪

形
文
を
つ
け
る
こ
と
は
、
本
遺
跡

ａ
類
上
恭
に
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
直

径
三
粍
の
細
い
粘
上
を
は
り
つ
け
て
支
様
と
す
る
。
亦
地
文
に
細
粘
土

を

は
り

つ

け
、
そ
の
上
に
直
角
に
は
り
つ
け
る
手
法
、
或
い
は
地
文
は
櫛
様
の
も
の
で
平
行
沈

線
を
刻
み
つ
け
、
そ
の
上
に
直
角
に
細
粘
土
を
は
り
つ
け
る
手
法
等
が
あ
り
、
縄
文

と
Ⅸ
劃
す
る
線
に
は
幾
何
学
的
直
線
を
多
用
す
る
の
を
特
色
と
す
る
。
亦
繊
細
流
一肥

な
曲
線
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
時
折
本
遺
跡
出
土
品
に
見
ら
れ
な
い
同
心
円
の

文
様
を
用
い
る
。
ま
た
顎
以
下
は
単
方
向
の
縄
文
で
占
む
る
こ
と
が
多
い
が
、
絡
縄

文
と
称
す
る
手
法
を
用
い
る
こ
と
も
最
も
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

尚
、
把
手
に
は
比
較
的
巨
大
な
も
の
が
あ
り
、
ま
た
緻
密
な
前
記
手
法
を
用
い
て

い
る
こ
と
は
、
中
期
文
化
に
見
ら
れ
る
様
式
化

へ
の
素
地
を
な
し
て
〔
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
れ
等
の
手
法
の
う
ち
、
引
続
き
採
用
す
る
も
の
は
採
用
し
、
捨
象
す
る
も
の
は

捨
象
し
て
中
期
文
化
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
こ
に
九
学
会
連
合
能
巻

調

査

委

員
会
は

『
能
登
　
自
然

・
文
化

・
社
会
』
に
於
て
中
期
の
初
頭
に
新
崎
式
を
標
定
し
た
。
器

厚
八
粍
前
後
の
暗
赤
褐
色
の
上
器
で
、
胴
部
に
所
謂
Ｂ
字

状

文

を

施
し
、
亦
綾
杉

文
、
蓮
華
文
、
小
三
角
連
続
刺
突
文
を
特
色
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
尚
口
縁
部
の
形

に
於
て
も
普
通
の
二
等
辺
三
角
形
の
形
を
と
ら
な
い
で
、
不
等
整
三
角
状
を
呈
す
る

こ
と
も
特
異
な
点
と
す
る
。
そ
し
て
隆
起
帯
に
連
続
爪
形
文
を
施
す
こ
と
が
少
な
く

な
る
と
規
定
し
て
い
る
。
　

　

，

こ
の
新
崎
式
の
標
定
を
富
山
県
内
の
遺
物
に
当
て
は
め
て
み
る
。
我
々
の
直
接
試

掘
し
た
福
光
町
小
林
遺
跡
、
砺
波
市
福
岡
遺
跡
、
或
い
は
資
料
を
調
査
し
た
城
端
町

示
野
遺
跡
、
井
波
町
ポ
ン
ポ
ン
野
遺
跡
、
大
沢
野
町
春
日
遺
跡
等
が
そ
の
比
較
対
照

と
な
る
訳
で
あ
る
が
、
明
確
に
新
崎
式
と
比
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
遺
跡
は
今
の
所

見
当
ら
ず
、
遺
物
個
々
に
つ
い
て
は
新
崎
式
の
特
色
を
兼
ね
そ
な
え
た
も
の
が
数
多

く
出
土
し
て
い
る
。

大
体
中
期
文
化
の
生
活
逮
境
は

一
部
を
除
い
て

一
貫
し
て
そ
の
内
容
は
、
大
し
た

変
化
が
な
か
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
期
の
そ
れ
よ
り
上
器
が
一兵
華
に
な
り
、
文
様

が
雄
渾
と
な
り
、
石
器
の
種
類
、
数
量
が
激
増
し
た
。
遺
跡
の
規
模
も
実
に
大
き
く

な
つ
て
い
る
。
そ
し
て
住
居
の
転
移
が
殆
ど
行
わ
れ
ず
、
引
続
き

一
か
所
に
固
定
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
中
期
文
化
の
生
活
の
豊
か
さ
と
落
ち
つ
き
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。

県
内
に
於
て
新
崎
式
に
比
定
す
る
土
器
で
考
え
ら
漁
る
こ
と
は

１
　
蓬
華
文
、
小
三
角
連
続
刺
突
文
が
見
ら
れ
る
。

２
　
土
驀
の
焼
成
充
分
、
明
褐
色
を
呈
し
、
文
様
は
中
期
土
器
の
中
で
は
や
や
平

板
的
な
感
じ
を
与
え
る
。
従
つ
て
器
厚
も
平
均
し
て
次
の
期
ょ
り
薄
い
感

じ

が
す

玄つ
。３

　
綾
杉
文
の
施
文
に
は
多
少
の
疑
間
が
あ
る
。
一或
い
は
中
期
に

一
貫
し
て
あ

つ
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た
か
亦
は
ｂ
類
土
器
期
に
比
定
す
べ
き
か
と
も
思
わ
れ
る
。

４
　
胴
部
に
は
半
裁
竹
管
文
の
間
げ
き
は
沈
線
格
子
文
で
埋
め
る
。

５
　
土
器
全
体
か
ら
受
け
る
感
じ
は
ａ
類
土
器
に
見
ら
れ
る
様
な
文
様
の
う
る
さ

さ
は
な
く
、
お
う
よ
う
な
風
格
が
あ
る
。

何
れ
に
し
て
も
中
期
の
初
頭
に
は
或
る
種
の
様
式
化
、
固
定
が
あ
つ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
県
内
で
は
そ
の
単
純
遺
跡
は
見
つ
か
つ
て
い
な
い
。
天
神
山
遺
跡
に
於
て
は

こ
れ
等
の
期
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
り
、
写
真
、
図
版
に

示
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
要
す
る
に
天
神
山
遺
跡
で
は
こ
の
期
の
も
の
の
比
重
は
極

く
小
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

所
で
ａ
類
上
器
期
に
入
る
と
様
式
化
の
頂
点
と
も
云
う
べ
き
土
器
が
作
ら
れ
る
様

に
な
つ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
即
ち
様
式
化
の
中
に
、
そ
の
間
に

一
点
の

渋
滞
も
許
さ
な
い
気
醜
が
感
じ
と
ら
れ
る
点
が
あ
る
。

こ
れ
が
ｂ
類
土
器
期
と
な
る
と
土
器
の
文
様
構
成
の
心
構

え

が

大

分
異
つ
て
く

る
。
強
調
と
簡
素
の
二
方
向
が
現
わ
れ
、
基
線
は
太
く
た
く
ま
し
く
、
地
文
は
簡
素

の
美
を
強
調
す
る
様
に
な
る
。
そ
の
間
文
様
が
多
少
生
硬
と
な
り
、
渦
巷
は
渦
巻
と

し
て
も
ａ
類
土
春
の
様
な
流
れ
る
様
な
見
事
さ
は
な
く
な
る
。
全
体
よ
り
部
分
を
強

調
す
る
あ
ま
り
、
基
線
上
に
小
突
起
を
つ
け
る
こ
と
も
こ
の
頃
に
行
わ
れ
た
。
半
税

竹
管
に
よ
る
隆
帯
に
綾
杉
文
の
手
法
が
行
わ
れ
、
或
い
は
頂
部
を
平
た
く
し
て

ヽ
ラ

様
工
具
で
擬
爪
形
文
を
施
文
す
る
こ
と
も
こ
の
上
器
の
特
色
で
あ
る
。
文
様
が
器
全

体
に
関
連
さ
せ
て
施
文
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
小
区
劃
を
区
切
り
独
立
し
た
区
劃

文
様
と
な
つ
た
。

ａ
類
土
恭
と
ｂ
類
土
器
の
連
続
爪
形
文
、
擬
連
続
爪
形
文
は
土
器

に
よ
つ
て
画
然
と
区
別
出
来
な
い
も
の
も
あ
る
。
即
ち

一
土
器
に
両
手
法
を
併
用
し

た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
Ｂ
類
土
器
に
編
入
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ａ
類
、
ｂ
類
土
器
は
県
内
中
期
遺
跡
に
は
必
ら
ず
と
申
し
て
よ
い
位
に
共
存

し
て
い
る
こ
と
は
、
前
記
県
内
諸
遺
跡
の
調
査
に
よ
つ
て
明
か
で
あ
る
。

●

斯
く
し
て
次
の
時
代
に
変
化
し
て
行
く
。
我
々
の
知
見
で
は
串
田
新
式
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
、
中
期
文
化

の
時
代
の
流
れ
に

一
つ
の
大
き
な
断
層
が
想
像
さ
れ
る
。
ｂ
類
土
器
に
見
ら
れ
る
基

線
隆
帯
は
広
く
な
り
、
そ
の
上
に
ア
ナ
グ
ラ
貝
の
背
唇
を
連
続
し
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

圧
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
作
跡
れ
る
擬
縄
文
が
主
と
な
る
。
地
文
は
平
面
化
し
、
太
い

直
線
沈
刻
を
上
下
に
、
左
右
に
平
行
さ
せ
て
施
文
と
し
た
り
、
楕
円
を
描
い
た
り
す

る
。
ま
た
磨
消
紀
文
の
手
法
が
こ
の
時
を
以
て
初
め
と
す
る
。
土
器
は
従
前
の
巨
大

か
ら
次
第
に
小
形
に
な
り
、
悉
厚
も
薄
く
、
焼
成
も
不
充
分
と
見
え
て
茶
楊
色
の
上

爆
が
多
く
な
る
。
把
手
も
退
化
し
た
も
の
と
な
り
、
後
期
の
沈
線
文
土
器
へ
と
移
つ

て
行
く
。

県
内
で
は
大
門
町
串
田
新
遺
跡
、
高
岡
市
高
岡
公
園
小
竹
藪
遺
跡
、
福
光
町
宗
守

遺
跡
等
は
串
田
新
式
を
主
と
す
る
遺
跡
で
あ
る
が
、
夫
々
多
少
な
り
共
天
神
山
遺
跡

出
上
の
期
の
も
の
が
出
上
し
て
い
る
。
特
に
小
竹
藪
遺
跡
は
後
期
と
の
つ
な
が
り
に

注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
天
神
山
ｂ
類
土
器
と
串
田
新
式
上
器
の
間
を
埋
め
る

と
思
わ
れ
る
も
の
が
現
在
の
所
わ
か
つ
て
い
な
い
。

以
上
本
遺
跡
は
南
関
東
に
於
け
る
阿
玉
台
式
の

一
部
と
、
勝
坂
式
、
加
曽
利
Ｅ
古

式
を
主
と
す
る
土
器
を
包
合
す
る
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

註
①
　
縄
文
文
化
中
期
の
終
末
期
に
相
当
す
る
。
関
東
地
方
で
は
加
曽
Ｅ
利
式
、
富
山
県
で

は
串
田
新
式
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
。
小
杉
高
等
学
校

『富
山
県
射
水
郡
櫛
田
村
串
田
新
遺
跡
調

査
報
告
書
』
昭
和
三
七
年

註
②
　
各
氏
の
報
告
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
東
京
人
類
学
会
編

郎
氏

「
日
本
石
器
時
代
文
化
」
昭
和

一
〇
年

『
日
本
民
族
』
の
う
ち
八
幡

一

註
③
　
九
学
会
連
合
能
登
調
査
委
員
会

『能
登
　
自
然

ｏ
文
化

・
社
会
』
昭
和
三
〇
年
の
先

史
激
鍬
よ
勘
瀞

『能
登
　
自
然

ｏ
文
化

・
社
会
』
富
山
考
古
学
会

『大
境
』
昭
和
二
六
年
に
詳

し
い
。
註
⑤
　
前
記

『能
登
　
自
然

ｏ
文
化

・
社
会
』
よ
り

註
③
　
柴
田
常
恵
氏
、
大
場
盤
雄
氏

「
先
史
時
代
の
住
居
趾
」
昭
和
三
年

註
⑦

　
『富
山
県
民
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
会
報
告
』
第
六
巻
太
正
十
二
年
、
大
村
正
之

氏
、
林
喜
太
郎
氏

「氷
見
郡
氷
見
町
朝
日
貝
塚
」
よ
り
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